
2021年4月1日

厚生労働省 老健局高齢者支援課

介護業務効率化・生産性向上推進室

介護ロボット政策調整官 佐々木 憲太

介護現場における生産性向上の推進について
～介護ロボット等テクノロジーの普及促進の取り組み～



テーマ

⚫ 介護保険制度をとりまく状況

⚫ 介護現場における生産性向上の取組

⚫ 介護ロボット等テクノロジーの普及促進



3

２０１９年度
（令和元年度）

第８期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について

２０２３年度
（令和５年度）

２０２５年度
（令和７年度）

○ 第８期介護保険事業計画の介護サービス見込み量等に基づき、都道府県が推計した介護職員の必要数を集計すると、

・2023年度には約２３３万人（＋約２２万人（5.5万人/年））

・2025年度には約２４３万人（＋約３２万人（5.3万人/年））

・2040年度には約２８０万人（＋約６９万人（3.3万人/年））

となった。 ※（）内は2019年度（211万人）比

※ 介護職員の必要数は、介護保険給付の対象となる介護サービス事業所、介護保険施設に従事する介護職員の必要数に、介護予防・日常生活支援総合事業のうち

従前の介護予防訪問介護等に相当するサービスに従事する介護職員の必要数を加えたもの。

○ 国においては、①介護職員の処遇改善、②多様な人材の確保・育成、③離職防止・定着促進・生産性向上、④介護

職の魅力向上、⑤外国人材の受入環境整備など総合的な介護人材確保対策に取り組む。

注１）2019年度（令和元年度）の介護職員数約211万人は、「令和元年介護サービス施設・事業所調査」による。

注２）介護職員の必要数（約233万人・243万人・280万人）については、足下の介護職員数を約211万人として、市町村により第８期介護保険事業計画に位置付けられたサービス見込み量（総合事

業を含む）等に基づく都道府県による推計値を集計したもの。

注３）介護職員数には、総合事業のうち従前の介護予防訪問介護等に相当するサービスに従事する介護職員数を含む。

注４）2018年度（平成30年度）分から、介護職員数を調査している「介護サービス施設・事業所調査」の集計方法に変更があった。このため、同調査の変更前の結果に基づき必要数を算出している

第７期計画と、変更後の結果に基づき必要数を算出している第８期計画との比較はできない。

約
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万
人
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介護現場における生産性向上（業務改善）の捉え方と生産性向上ガイドライン
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⚫ 業務のやり方を工夫することで、現在の業務から「ムリ」「ムダ」「ムラ」をなくし、業務をより安全に、正確に、効率的

に行い、負担を軽くすることが目的

⚫ Output（成果）/Input（単位投入量）で表し、Process（過程）に着目

一般的な生産性向上の捉え方

介護サービスにおける生産性向上の捉え方

⚫ 事業所が生産性向上（業務改善）に取り組むための指針としてガイドラインを作成。

➢ より良い職場・サービスのために今日からできること（自治体向け、施設・事業所向け）

➢ 介護の価値向上につながる職場の作り方（居宅サービス分）

➢ 介護サービスの質の向上に向けた業務改善の手引き（医療系サービス分）

生産性向上に資するガイドラインの作成

【介護サービス事業における生産性
向上に資するガイドライン】

https://www.mhlw.go.jp/stf/kaigo-seisansei.html



より良い職場・サービスのために今日からできること（業務改善の手引き）
（介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライン）
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①職場環境の整備
②業務の明確化と役割分担
(１)業務全体の流れを再構築

②業務の明確化と役割分担
(２)テクノロジーの活用

③手順書の作成

⑥OJTの仕組みづくり⑤情報共有の工夫④記録・報告様式の工夫 ⑦理念・行動指針の徹底

取組前 取組後

介護職員が
専門能力を発揮

介護助手
が実施

介護職の業務が
明確化されて
いない

業務を明確化し、
適切な役割分担を
行いケアの質を向上

職員の心理的
負担が大きい

職員の心理的
負担を軽減

職員によって異なる
申し送り

申し送りを
標準化

帳票に
何度も転記

タブレット端末や
スマートフォンによる
データ入力（音声入
力含む）とデータ共有

活動している
職員に対して
それぞれ指示

インカムを利用した
タイムリーな
情報共有

職員の教え方に
ブレがある

教育内容と
指導方法を統一

イレギュラーな
事態が起こると
職員が自身で
判断できない

組織の理念や行動
指針に基づいた
自律的な行動



介護ロボット等テクノロジーの普及促進
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• 見守り機器を活用した場合の夜間人員基準の緩和（特養（従来型））

• 見守り機器を活用した場合の夜勤職員配置加算の要件の緩和（特養） 等

令和 3年度介護報酬改定

• 介護事業所、介護ロボット開発企業向けの相談窓口の設置（全国17ヵ所）

• 開発企業に対し開発実証のアドバイスを行うリビングラボの設置（全国８ヵ所）

• 実際の介護現場を活用した、介護ロボット導入に関する大規模実証（効果測定）の実施 等

介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム

• 生産性向上に資するガイドラインの普及促進

• 業務改善に取り組む事業所に対するコンサル費用の一部補助・都道府県による取組（モデル事業等）の

実施費用の一部補助（業務改善支援事業（地域医療・介護総合確保基金））

• 介護助手の活用、ケアプランデータ連携や文書負担軽減の推進 等

生産性向上に取り組むに当たっての業務改善等への支援

• 介護事業所が介護ロボット・ICTを導入する際の費用の一部補助

• 補助額・補助率等の要件を段階的に拡充

介護ロボット・ I C T導入支援事業（地域医療介護総合確保基金）



新型コロナウイルス感染症や大規模災害が発生する中で「感染症や災害への対応力強化」を図るとともに、団塊の世代の全てが75歳以
上となる2025年に向けて、2040年も見据えながら、「地域包括ケアシステムの推進」、「自立支援・重度化防止の取組の推進」、「介
護人材の確保・介護現場の革新」、「制度の安定性・持続可能性の確保」を図る。

改定率：＋０．７０％

１．感染症や災害への対応力強化

２．地域包括ケアシステムの推進 ３．自立支援・重度化防止の取組の推進

４．介護人材の確保・介護現場の革新 5．制度の安定性・持続可能性の確保

■感染症や災害が発生した場合であっても、利用者に必要なサービスが安定的・継続的に提供される体制を構築

○日頃からの備えと業務継続に向けた取組の推進
・感染症対策の強化 ・業務継続に向けた取組の強化 ・災害への地域と連携した対応の強化 ・通所介護等の事業所規模別の報酬等に関する対応

■住み慣れた地域において、利用者の尊厳を保持しつつ、必要な
サービスが切れ目なく提供されるよう取組を推進

■制度の目的に沿って、質の評価やデータ活用を行いながら、
科学的に効果が裏付けられた質の高いサービスの提供を推進

■喫緊・重要な課題として、介護人材の確保・介護現場の革新に対応 ■必要なサービスは確保しつつ、適正化・重点化を図る

○認知症への対応力向上に向けた取組の推進

○看取りへの対応の充実

○医療と介護の連携の推進

○在宅サービス、介護保険施設や高齢者住まいの機能・対応強化

○ケアマネジメントの質の向上と公正中立性の確保

○地域の特性に応じたサービスの確保

○リハビリテーション・機能訓練、口腔、栄養の取組の連携・強化

○介護職員の処遇改善や職場環境の改善に向けた取組の推進

・認知症専門ケア加算の訪問ｻｰﾋﾞｽへの拡充 ・無資格者への認知症介護基礎研修受講義務づけ

・ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの取組推進 ・施設等における評価の充実

・老健施設の医療ニーズへの対応強化
・長期入院患者の介護医療院での受入れ推進

・事務の効率化による逓減制の緩和・医療機関との情報連携強化・介護予防支援の充実

○報酬体系の簡素化

・区分支給限度基準額の計算方法の一部見直し ・訪問看護のリハの評価・提供回数等の見直し
・長期間利用の介護予防リハの評価の見直し ・居宅療養管理指導の居住場所に応じた評価の見直し
・介護療養型医療施設の基本報酬の見直し ・介護職員処遇改善加算（Ⅳ）（Ⅴ）の廃止
・生活援助の訪問回数が多い利用者等のケアプランの検証

・月額報酬化（療養通所介護） ・加算の整理統合（リハ、口腔、栄養等）

○評価の適正化・重点化

・訪問看護や訪問入浴の充実 ・緊急時の宿泊対応の充実 ・個室ﾕﾆｯﾄの定員上限の明確化

・過疎地域等への対応（地方分権提案） ・施設での日中生活支援の評価 ・褥瘡ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、排せつ支援の強化

・計画作成や多職種間会議でのリハ、口腔、栄養専門職の関与の明確化
・リハビリテーションマネジメントの強化 ・退院退所直後のリハの充実
・通所介護や特養等における外部のリハ専門職等との連携による介護の推進
・通所介護における機能訓練や入浴介助の取組の強化
・介護保険施設や通所介護等における口腔衛生の管理や栄養マネジメントの強化

・CHASE・VISIT情報の収集・活用とPDCAサイクルの推進
・ADL維持等加算の拡充

○介護サービスの質の評価と科学的介護の取組の推進

○寝たきり防止等、重度化防止の取組の推進

※各事項は主なもの

○テクノロジーの活用や人員基準・運営基準の緩和を通じた
業務効率化・業務負担軽減の推進

○文書負担軽減や手続きの効率化による介護現場の業務負担軽減
の推進

・特定処遇改善加算の介護職員間の配分ルールの柔軟化による取得促進
・職員の離職防止・定着に資する取組の推進
・サービス提供体制強化加算における介護福祉士が多い職場の評価の充実
・人員配置基準における両立支援への配慮 ・ハラスメント対策の強化

・見守り機器を導入した場合の夜間における人員配置の緩和
・会議や多職種連携におけるICTの活用
・特養の併設の場合の兼務等の緩和 ・３ユニットの認知症GHの夜勤職員体制の緩和

・署名・押印の見直し・電磁的記録による保存等・運営規程の掲示の柔軟化

・介護保険施設におけるリスクマネジメントの強化
・高齢者虐待防止の推進 ・基準費用額（食費）の見直し

６．その他の事項

令和３年度介護報酬改定の概要

※うち、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に対応するための特例的な評価 ０．０５％（令和３年９月末までの間）

・基本報酬の見直し 7



地域医療介護総合確保基金を利用した介護ロボットの導入支援

⚫ 補助額

補助内容 ※令和２年度（当初予算）以降の拡充分（下線部以外）は令和５年度までの実施

⚫ 介護ロボット
･･･移乗支援、移動支援、排泄支援、見守り、入浴支援など、厚生労働省・経済産業省で定める「ロボット技術の介護利用における

重点分野」に該当する介護ロボット

⚫ 見守りセンサーの導入に伴う通信環境整備
･･･Wi-Fi環境の整備、インカム、見守りセンサー等の情報を介護記録にシステム連動させる情報連携のネットワーク構築経費 等

補助対象

⚫ 補助上限台数

･･･必要台数(制限の撤廃)

⚫ 補助率

･･･都道府県の裁量により設定
（一定の要件を満たす場合は3/4を下限、それ以外の事業所は1/2を下限)

〈一定の要件〉･･･以下の要件を満たすこと

・導入計画書において目標とする人員配置を明確にした上で、見守りセンサーや

インカム、介護記録ソフト等の複数の機器を導入し、職員の負担軽減等を図り

つつ、人員体制を効率化させる場合

◼ 対象となる介護ロボット（例）

○見守りセンサー
（見守り）

○入浴アシストキャリー
（入浴支援）

○装着型パワーアシスト
（移乗支援）

○非装着型離床アシスト
（移乗支援）

利用者

都道府県基金
（負担割合：国２／３、

都道府県１／３）

➢負担軽減 効率化サービス
提供

介護保険施設・事業所

◼ 事業の流れ ◼ 実績（参考）

➢ 実施都道府県数：45都道府県
（令和３年度）

➢ 都道府県が認めた介護施設等の導入
計画件数

（注）令和3年度の数値は原則R3.11月末時点の暫定値
※１施設で複数の導入計画を作成することが
あり得る

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

58 364 505 1,153 1,813 2,353 2,596

介護ロボット
(1機器あたり)

・移乗支援(装着型・非装着型)
・入浴支援

上限100万円

・上記以外 上限30万円

見守りセンサーの導入に伴う通信環境整備
(1事業所あたり)

上限750万円
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令和４年度予算：地域医療介護総合確保基金（介護従事者確保分）１３７．４億円の内数

• 目的･･･介護ロボットを活用した介護事業所の生産性向上の取組を通じて、ケアの質の維持・向上や職員の負担軽減等
を図る。

• 実施主体･･･都道府県

http://robotcare.jp/wp-content/uploads/2013/09/cyberdyne01.jpg


地域医療介護総合確保基金を利用したICT導入支援事業

令和４年度予算：地域医療介護総合確保基金（介護従事者確保分）１３７．４億円の内数

⚫ LIFEによる情報収集・フィードバックに協力

⚫ 他事業所からの照会に対応

⚫ 導入計画の作成、導入効果報告（2年間）

⚫ IPAが実施する「SECURITY ACTION」の「★一つ星」または
「★★二つ星」のいずれかを宣言 等

補助要件

補助割合が3/4となる要件･･･以下のいずれかを満たすこと

⚫ 事業所間でケアプランのデータ連携で負担軽減を実現

⚫ LIFEの「CSV連携仕様」を実装した介護ソフトで実際にデータ登
録を実施等

⚫ ＩＣＴ導入計画で文書量を半減（R4年度拡充）

⚫ ケアプランデータ連携システムの利用（R4年度拡充）

※令和２年度（当初予算）以降の拡充分（下線部以外）は令和５年度までの実施

• 目的･･･ICTを活用した介護サービス事業所の業務効率化を通じて、職員の負担軽減を図る。

• 実施主体･･･都道府県
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⚫ 介護ソフト･･･記録、情報共有、請求業務で転記が不要であるもの、ケアプラン連携標準仕様、を実装しているもの（標準仕様の対象サービ
ス種別の場合。各仕様への対応に伴うアップデートも含む）

⚫ 情報端末･･･タブレット端末、スマートフォン端末、インカム等

⚫ 通信環境機器等･･･Wi-Fiルーター等

⚫ その他･･･運用経費（クラウド利用料、サポート費、研修費、他事業所からの照会対応経費、バックオフィスソフト（勤怠管理、シフト管理
等）等）

補助対象

事業所規模（職員数）に応じて設定

⚫ 1～10人 100万円

⚫ 11～20人 160万円

⚫ 21～30人 200万円

⚫ 31人～ 260万円

補助上限額等

補助割合

⚫ 一定の要件を満たす場合は、
3/4を下限に都道府県の裁量に
より設定

⚫ それ以外の場合は、１/２を下限
に都道府県の裁量により設定

導入計画の策定 導入

介護ソフト・タブレット

等の購入費用の補助

（R1年度～）

業務分析 活用

⚫ 文書量半減を実現できるICT導入計画の作

成（R4年度拡充）

⚫ 事業所間でケアプランのデータ連携を

実施

⚫ LIFEのCSV連携仕様を活用しデータ

登録

⚫ ケアプランデータ連携システムの

利用（R4年度拡充）

※ケアプランデータ連携システム･･･令和2年度第三次補正予算により国保中央会に構築中



【内容】
生産性向上ガイドラインに基づき業務改善に取り組む介護事業所に対して、第三者がその

取組（タイムスタディ調査による業務の課題分析等）を支援するための費用の一部を助成

【対象事業所】
生産性向上ガイドライン（平成30年度作成）に基づき、事業所自らの業務改善に向けた

取組を、本事業により後押しすることで、地域全体における取組の拡大にも資すると都道府
県又は市町村が認める介護事業所
※ 例えば、人材不足に関連した課題を解決することが急務である事業所、団体を通じた取組の
横展開が期待できる事業所など

【手続き等】
介護事業所は業務改善計画や市町村の意見書（市町村指定の場合）を添付の上申請する。

事業実施後、都道府県へ改善成果の報告を行う 等
※ 都道府県は各種研修会や事業者団体等を通じて集約した改善成果（業務改善モデル）を横展開

【補助額】（１事業所あたり）対象経費の１／２以内（上限３０万円）

①課題解決が急務な事業所

②業務改善支援（事前評価（課
題抽出）、改善支援、事後評
価）の実施

③改善成果報告・公表等

④改善モデルを蓄積して近
隣事業所に横展開

⑤地域における生産性向上
の取組が面的に拡大

事業スキーム

■ 平成30年度の「介護現場革新会議」の基本方針を踏まえ、都道府県等が地域の関係団体と「介護現場革新会議」を開催し、
当該会議において地域の課題等に関する議論を行い、その解決に向けた対応方針を策定。その方針に基づいた取組に要する
費用として、都道府県等が開催する「介護現場革新会議」において必要と認められる経費に対して助成する。

①介護現場革新会議の設置に伴う必要な経費

②介護事業所の取組に必要な経費
（例：第三者がその取組（タイムスタディ調査による業務の課題分析等）を支援するための費用、介護ロボットやICT機器等のハードウェア・ソフトウェア

の導入費用（インカム機器、介護記録ソフトウェア、通信環境整備等に係る費用を含む。）

③都道府県等が取組む介護の魅力発信や職員の定着支援等に要する必要な経費

【補助額】②について（１事業所あたり）対象経費の１／２以内（上限５００万円）、①③については必要な経費

（２）都道府県等が開催する「介護現場革新会議」で必要と認められた経費の一部を助成 ※令和５年度までの実施

（１）第三者が生産性向上の取組を支援するための費用の支援（コンサル経費の補助）

地域医療介護総合確保基金を活用した介護事業所に対する業務改善支援（令和４年度の内容）

予算：地域医療介護総合確保基金（介護従事者確保分）の内数
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介護ロボット開発等加速化事業
（介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム）

開発企業等

○ 介護現場において、テクノロジーの活用などによるサービスの質の向上や職員の負担軽減といった生産性向上の推進は喫緊
の課題となっており、見守りセンサーやICT等といった生産性向上に効果的なテクノロジーの普及をより強力に進めていく。

○ 具体的には、①介護現場・ロボット開発企業の双方に対する一元的な相談窓口（地域拠点）、②開発機器の実証支援を行う
リビングラボのネットワーク、③介護現場における実証フィールドからなる、介護ロボットの開発・実証・普及のプラット
フォームを整備する。

介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム

介護施設等

③介護現場における実証フィールド
－エビデンスデータの蓄積－

②リビングラボネットワーク
－開発実証のアドバイザリーボード兼先行実証フィールドの役割－

①相談窓口（地域拠点）
介護ロボットに関する介護施設等からの導入相談、開発企業
等からの実証相談へのきめ細かな対応

全国の介護施設の協力による大規模実証フィールド

＜感染症対策に資する非接触対応に効果的なテクノロジーの例＞

＜見守りセンサー＞

居室内の利用者の状況（ベッドから離れた場
合や転倒した場合等）をセンサーで感知
→遠方から効率的な見守りが可能になる。

＜ICT（インカム）＞

遠方にいながら職員
間での利用者の状況
の共有が可能になる。

＜移乗支援（非装着型）＞

利用者の抱え上げを

ロボットが代替し、接触
対応が軽減される。

※リビングラボとは
実際の生活空間を再現し、
新しい技術やサービスの
開発を行うなど、介護現
場のニーズを踏まえた介
護ロボットの開発を支援
するための拠点

令和４年度予算（令和３年度当初予算）
5.0億円（5.0億円）

（参考）令和３年度補正予算：3.9億円

＜令和３年度補正予算の
拡充内容＞

○相談窓口の機能充実

・相談窓口の増設
・アドバイザー職員の増員

○大規模実証に係る対象施設数の
拡充 等

11
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Ⅲ 今後の課題

（テクノロジーの活用）

テクノロジーを活用した場合の人員基準の緩和等について、利用者の

安全確保やケアの質、職員の負担、人材の有効活用の観点から、実際

にケアの質や職員の負担にどのような影響があったのか等、施行後の

状況を把握・検証するとともに、実証データの収集に努めながら、必

要な対応や、介護サービスの質や職員の負担に配慮しつつ、更なる介

護現場の生産性向上の方策について、検討していくべきである。

令和３年度介護報酬改定に関する審議報告
(令和２年12月23日 社会保障審議会（介護給付費分科会）資料公表）（抜粋）
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介護現場において、テクノロジーの活用やいわゆる介護助手の活用等による生産性向上の取組を推進するため、介護

施設における効果実証を実施するとともに実証から得られたデータの分析を行い、次期介護報酬改定の検討に資する

エビデンスの収集等を行うことを目的とする。

目的

実証テーマ① 見守り機器等を活用した夜間見守り

令和3年度介護報酬改定（夜間の人員配置基準緩和等）

を踏まえ、特養（従来型）以外のサービスも含め、夜間

業務における見守り機器等の導入による効果を実証。

実証テーマ② 介護ロボットの活用

施設の課題や状況等に応じた適切な介護ロボットの導入

とそれに伴う業務オペレーションの見直しによる効果を

実証。

実証テーマ③ 介護助手の活用

身体的介護以外の業務や介護専門職のサポート等の比較

的簡単な作業を行う、いわゆる介護助手を活用すること

による効果を実証。

実証テーマ④ 介護事業者等からの提案手法

生産性向上の取組に意欲的な介護事業者等から、取組の

目標や具体的な取組内容等に関する提案を受け付け、提

案を踏まえた実証を実施。

想定する調査項目 ※具体的な調査項目、調査手法（実証施設数含む）については、事業内に設置する有識者で構成する実証委員会にて検討

• 介護職員の業務内容・割合がどのように変化したか

• ケアの質が適切に確保されているかどうか（利用者のADL、認知機能、意欲等に関する評価、ケア記録内容 等）

• 介護職員の働き方や職場環境がどう改善したのか（職員の勤務・休憩時間、心理的不安、意欲の変化 等） 等

実施スケジュール

４月～５月 実証施設選定（テーマ①～③）、提案募集・選定（テーマ④）、実証計画（調査項目・手法等）の策定

６月・７月 事前調査

１０月 事後調査（１回目）

１２月 事後調査（２回目）

１２月～３月 データ分析、実証結果のとりまとめ

介護ロボット等による生産性向上の取組に関する効果測定事業
（令和4年度実証事業）



介護ロボット等のテクノロジーの普及に向けて
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⚫ 介護ロボット等のテクノロジーの効果を最大限に高めるためには、施設の課題･ニーズに応じた
適切な機器の導入と適切な業務オペレーションの見直しを行う必要があるが、これらノウハウの
普及に向けて、見本となる先進施設の存在や伴走支援が必要。

⚫ テクノロジーの活用等、生産性向上の取組を広く普及するためには、地域での人材育成･ネット
ワークづくりを活性化し、長期的に地域で自律的に取り組んでいくことが必要。

（人材確保施策と併せて、都道府県が核となって施策を推進することが効果的ではないか）

⚫ また、テクノロジーの活用等、生産性向上の取組に関し、ケアの質の確保や職員の負担軽減等に
関するエビデンス・データを引き続き収集し、当該データ等に基づき、介護現場の生産性向上等
に係る人員基準の方向性及び関連する報酬の取扱い等を具体的に議論していく。



介護生産性向上推進総合事業（地域医療介護総合確保基金（介護従事者確保分））
〔“介護事業所に対する業務改善支援事業’’の拡充〕 老健局高齢者支援課

〈事業イメージ〉

• 都道府県が主体となり、「介護生産性向上総合相談センター（仮称） 」を設置。介護現場革新会議において策定する基本方針に基づ
き、介護ロボットやICT、その他生産性向上に関する取組を実施する他、人材確保に関する各種事業等とも連携の上、介護事業者に対
し、ワンストップ型の支援を実施する。

【補助要件】
（１）介護現場革新会議の開催
（２）介護生産性向上総合相談センター（仮称）の設置
（介護ロボット・ICT等生産性向上に係る相談窓口事業）

【実施事項】※(3)は必須、(4)以降の実施は任意
（３）人材確保、生産性向上に係る各種支援業務との連携
（４）介護ロボット・ICT導入等の支援事業(基金事業)
（５）その他地域の実情に応じた各種支援事業

実施主体

国 都道府県
(一部、委託)

基金(国2/3) 介護施
設等

一部助成

• 都道府県が介護現場の生産性向上をさらに推進する方策を別途検討。
• 本メニュー設置に伴い既存基金メニューとの整理を予定

３ その他

※既存の基金メニュー(業務改善支援事業)の拡充での対応を予定。

２ 事業の概要・スキーム、実施主体等

• 都道府県が主体となった介護現場の生産性向上を推進する取組の広がりは限定的であり、また、既存の生産性向上に係る事業は数多
くあるものの、実施主体や事業がバラバラであり、一体的に実施する必要がある。

• このため、都道府県の主導のもと、介護人材の確保・処遇改善、介護ロボットやICT等のテクノロジーの導入、介護助手の活用など、
介護現場の革新、生産性向上に資する様々な支援・施策を一括して網羅的に取り扱い、適切な支援につなぐワンストップ型の総合的
な事業者への支援を可能とする「介護生産性向上推進総合事業」を実施するための基金メニューを設ける。(※)

１ 事業の目的

令和５年度概算要求額：地域医療介護総合確保基金（介護従事者確保分）の内数（地域医療介護総合確保基金 137億円の内数）※（）内は前年度当初予算額



ご清聴ありがとうございました
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©2022 令和4年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム構築業務等一式事業

介護人材の需給ギャップは、22万人(2023年度)から69万人(2040年度)に拡大すると推計されてい
ます。

（出所）厚生労働省、「第８期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について」より弊社にて一部改変

介護施設をオープンしても介護人材が足りず、
利用者を受け入れる事ができないケースが存在

介護現場における深刻な人材不足
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©2022 令和4年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム構築業務等一式事業

（出所）厚生労働省HP

施設サービス分居宅サービス分 介護現場における生産性向上の
取組を支援・促進する手引き

介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライン

生産性向上の取組の
推進スキル研修 資料

介護現場における生産性向上事業（厚生労働省）の取組
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©2022 令和4年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム構築業務等一式事業

生産性向上の意義は、「人材育成」「チームケアの質の向上」「情報共有の効率化」です。
生産性向上の目的の捉え方は様々ですが、働く人のモチベーションの向上や楽しい・働きやすい職場
作りにつながります。

（出所）厚生労働省HP 介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライン

生産性向上に取り組む意義

3

介護サービスの
質の向上

人材の定着・確保

人材育成
チームケアの
質の向上

情報共有の
効率化

介護サービスにおける生産性向上

介護の価値を高める

 要介護者の増加やニーズがより多様
化していく中で、業務を見直し、限ら
れた資源(人材など)を用いて一人で
も多くの両者に質の高いケアを届ける

 改善で生まれた時間を有効活用して、
利用者に向き合う時間を増やしたり、
自分たちで質をどう高めるか考えてい
くこと。

上位目的

生産性向上に
取り組む意義

働く人のモチベーションの向上
楽しい職場・働きやすい職場作り



©2022 令和4年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム構築業務等一式事業

生産性向上の７つの取組（打ち手）における
介護ロボットの活用の位置づけ
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©2022 令和4年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム構築業務等一式事業

介護ロボット及び介護現場に活用されるテクノロジー

5

※「ロボット技術の介護利用における重点分野」（介護ロボットポータルサイト）

移乗介助

装着型 非装着型

＜介護ロボット※＞

移動支援

屋外移動 屋内移動 装着移動

排泄支援

排泄支援 排泄予測 動作支援

見守り・
コミニケーション

介護施設
見守り

在宅介護
見守り

コミュニケーション

入浴支援

介護業務支援

＜介護現場で活用されるその他のテクノロジー＞
自動運転車いす ケアプラン作成支援AI ICT機器（インカム、スマートフォン等）



©2022 令和4年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム構築業務等一式事業

（出所）HONDAホームページ
厚生労働省「平成30年度 介護ロボットを活用した介護技術開発支援モデル事業（移動支援（屋内））報告書」

介護ロボット導入の効果 例1

介護サービスの質の向上（利用者の自立支援）

6

〈介護ロボットの導入例1〉

歩行動作に課題がある利用者にロボットを装着し、下肢
動作を補助した歩行訓練を実施。

Honda 歩行アシスト

活用イメージ

・歩行の安定性の向上 ・歩行速度の向上

導入効果



©2022 令和4年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム構築業務等一式事業

例えばシルエット型見守りセンサーを導入した場合、機器の機能と適切なオペレーションがかけ合わさると、
訪室回数が減少したり、夜勤時の職員の精神的な負担の軽減に繋がります。

介護ロボット導入の効果 例2

介護者の負担軽減・業務効率化

7

夜勤業務時に利用者の状態をスマートフォンで確認。シルエット見守りセンサー
活用イメージ

① 利用者を状態を確認するための訪室回数が減少
② 夜勤時の職員の精神的負担が軽減

シルエット画像で
状況を確認できる。

（出所）キング通信工業ホームページ、埼玉県「介護ロボット導入の手引」

〈介護ロボットの導入例2〉

導入効果
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介護ロボットは本当に導入・活用されてる？？

8

行政

補助金の執行率

介護ロボットの普及が進んでいる！

介護現場

導入したけど、どう使えばよいのか・・・
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介護ロボットの導入に際して最も多い失敗

”とりあえず導入”によるお蔵入り

経営層

職員

とりあえず補助金を申請しておいた
安く導入できるし、使ってみよう

介護は人がやるもんだ！
ロボットが介護できるわけない！

ただでさえ忙しいのに。。。
ロボット？ICT？私には無理！

かえって仕事が増えた
やっぱり使えない

現場の課題を分析せず経営層が良かれと思って安易に”とりあえず導入”してしまい、結果として普及ど
ころか”お蔵入り”のロボットを増やし、ロボットに対する期待外れ感や抵抗感まで醸成してしまっているの
が実態です。

ロボットがお蔵入りしてしまう・・・

9
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介護ロボット導入の効果

10

利用者の動きを検知し、ア
ラームを鳴らす。

タブレットに居室内の
画像を映し出す。

介護ロボットの導入の効果の考え方

介護ロボット
導入の効果

介護ロボットの機能 オペレーション

どのような利用者に使うか・使
わないか

タブレットの充電管理ルール
アラームの音量は３
訪室ルール
寝返り→訪室なし
ベッドからのはみ出し
→後で訪室
ベッド上起居→急いで訪室

見守りロボット
の効果

＝ ×

＝ ×

〈見守りロボットを導入した例〉
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現在のオペレーションに介護ロボットをなじませるための方法論

11

（出所）厚生労働省、埼玉県のホームページ

介護ロボット導入の手引き
埼玉県

介護ロボットのパッケージ導入モデル
厚生労働省
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現場の課題を見える化しないまま介護ロボットを導入すると、必ず活用定着に失敗します！
介護ロボットの導入活用により改善したい課題を職員全員で意思統一しましょう。

介護ロボットの導入を成功させるコツ①

現場の課題の見える化

緩やかな因果関係図づくり（課題の見える化の手法の一例）

12
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介護ロボットの導入を成功させるコツ②

U字の法則

（出所）厚生労働省「介護サービス事業（施設サービス分）における生産性向上のガイドライン」

13
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介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム

14
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令和４年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム
-全国25拠点-（相談窓口 17箇所、リビングラボ 8箇所）

15
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相談窓口の取組 -概要-

「相談窓口」機能では、主に介護現場からの介護ロボットに関する相談や、介護ロボットの試用貸出、
体験展示、さらに研修会の開催といった取組を行っています。

16

各種相談への対応

介護ロボットの試用貸出

体験展示

研修会の開催
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相談窓口では、介護施設に対する個別の伴走支援も行っています。支援を受けた施設は、介護ロボッ
トの導入・活用で得た経験を、他施設に伝達できるベンチマークとなることを目指します。

■ 伴走支援のイメージ

相談窓口の取組 –相談対応・伴走支援-

17

・試行錯誤を繰り返し、
介護ロボットの本格導入
を目指す

・介護現場の課題抽出
・介護ロボットの選定

・導入計画書の作成
・介護ロボットの試行的
運用

▼
訪問③

▼
訪問①

▼
訪問②

訪問後に適宜フォローアップ
訪問後は、電話等で状況確認。必要に応じてアドバイザーがサポートを実施

手順1

改善活動
の準備を
しよう

現場の課題を
見える化
しよう

実行計画を
立てよう

改善活動に
取り組もう

改善活動を
振り返ろう

実行計画を
練りなおそう

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

手順2 手順3 手順4 手順5 手順6

導入プロセス
での気づきや
試行錯誤を
含めた経験を
他施設に伝達
できる
ベンチマーク
施設の創出
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相談窓口の取組 –試用貸出リスト-

相談窓口から介護施設に貸し出す介護ロボットのリストは、厚生労働省「福祉用具・介護ロボット実
用化支援等一式」の受託者が作成する介護ロボットの試用貸出リストを使用しています。

■ 介護ロボットの試用貸出リストの例

(出所)：公益財団法人テクノエイド協会HP 「介護ロボットの試用貸出リスト」 より抜粋
http://techno-aids.or.jp/robot/file03/2021rentallist.pdf

18
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相談窓口の取組 –試用貸出のスキーム-

開発企業様と各相談窓口の協力のもと、介護施設等に対する介護ロボットの貸出を行っています。

■ 試用貸出のスキーム

※厚生労働省「福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式」の受託者が作成する介護ロボットの試用貸出リストを使用

相談窓口
貸出の依頼

介護施設等 開発企業

試用貸出リスト
の周知

貸出の依頼

貸出結果の報告

貸出

19
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相談窓口の取組 -体験展示-

相談窓口では、実際に介護ロボットの一連の活用場面がイメージできる体験型の展示コー
ナーを用意しています。

20

※各相談窓口では「ロボット技術の介護利用における重点分野」（平成29年10月改定）における6分野13項目に該当する製品及び介護ロボットの試用貸出リストの中から原則8種類の介護ロ
ボットの展示を行っています。
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相談窓口の取組 –研修会-

各相談窓口では、介護ロボットに関する研修会を実施しています。

21

研修会の開催概要の一例

研修の様子
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（参考)リビングラボの取組 -概要-

リビングラボでは、介護ロボットの安全性や使用効果の評価や検証、介護現場での実証時の専門的・
技術的な助言を行っています。

22

介護ロボットの製品評価・効果検証

開発中のロボットの安全性や使用効果の
評価・検証を実施します。

介護現場での実証支援

実証時の評価・データ分析方法の専門的・
技術的な助言をします。
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（参考)リビングラボの取組 –全国8拠点-

23

1 2
3

8

7

6

4

5
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本事業のホームページでは、介護施設や開発企業の方が活用できる全国の助成金・補助金や、介護
ロボットの製品情報などのお役立ち情報を掲載しています。

プラットフォーム事業のホームページのご紹介

介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム https://www.kaigo-pf.com/

助成金・補助金の情報 介護ロボットの便覧、PV動画集

24

https://www.kaigo-pf.com/
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お役立ち情報
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お役立ち情報

サイト URL

開発企業向け助成金一覧 https://www.kaigo-pf.com/media/development_list.pdf

施設向け助成金一覧 https://www.kaigo-pf.com/media/facility_list.pdf

介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業HP https://www.kaigo-pf.com/

介護ロボットのニーズ・シーズマッチング支援事業 https://www.kaigo-ns-plat.com/

介護ロボットのPV集（YouTube） https://www.kaigo-pf.com/news/20210114.html

Healthcare ImplementationグループFacebook
※介護関連のお役立ち情報を発信しています

https://qr.quel.jp/url.php

26

https://www.kaigo-pf.com/media/development_list.pdf
https://www.kaigo-pf.com/media/facility_list.pdf
https://www.kaigo-pf.com/
https://www.kaigo-ns-plat.com/
https://www.kaigo-pf.com/news/20210114.html
https://qr.quel.jp/url.php
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弊社では昨年度、開発企業様の協力を得て介護現場で活用されているテクノロジーを分野別にまとめ
ました。

介護現場で活用されるテクノロジー便覧
令和３年度 厚生労働省 老人保健健康増進等事業 介護現場におけるテクノロジーの実態調査研究事業

• 令和３年度 厚生労働省 老人保健健康増進等事業介護現場におけるテクノロジーの実態調査研究事業
https://www.nttdata-strategy.com/roken/report/index.html#r03_16

• テクノロジー便覧 https://www.kaigo-pf.com/

介護現場で活用されるテクノロジー便覧
令和３年度 厚生労働省 老人保健健康増進等事業 介護現場におけるテクノロジーの実態調査研究事業

27

https://www.nttdata-strategy.com/roken/report/index.html#r03_16
https://www.kaigo-pf.com/
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令和４年度
介護ロボット等活用ミーティング

～ 本音で語ろう！ 介護現場で働くみんなの情報交換会 ～

介護現場における介助指導と機器活用の実際と課題

医療法人福岡桜十字 花畑病院
桜十字先端リハビリテーションセンター（SACRA）研究員

田代耕一



介護現場における介助指導と機器活用の実際と課題

田代 耕一

本発表に関して開示すべき COI はありません

桜十字先端リハビリテーションセンター（SACRA）

令和４年度
介護ロボット等活用ミーティング



桜十字グループ（一部）

桜十字福岡病院（199床）
回復期リハビリテーション病床：100床
障害者施設等一般病棟：50床
地域包括ケア病棟：49床

花畑病院（135床）
回復期リハビリテーション病床：53床
障害者施設等一般病棟：30床
医療療養病棟：52床

原田病院（101床）
回復期リハビリテーション病床：18床
医療療養病棟：83床

けご病院（40床）
障害者施設等一般病棟：40床

桜十字大手門病院（2024年1月開設予定）
回復期リハビリテーション病床等：100床

・通所リハビリテーション（定員110名）
「レ・ハビリス桜十字デイケアセンター」
・リハ特化型デイサービス
「Let’sリハ！」福岡県内8店舗

桜十字福岡病院

株式会社 福岡桜十字

桜十字大手門病院
（イメージ図）

医療法人 福岡桜十字

花畑病院

ホスピタルメント 全国16ヶ所
（住宅型・介護付有料老人ホーム）

博多南青山

通所リハビリ デイサービス



桜十字先端リハビリテーションセンター（SACRA）

●「科学研究費補助金取扱規程」を満たす研究機関（機関番号：97105）

● 主席研究員1名、研究員4名、客員研究員3名で構成
（理学療法士が中心）

● SACRAの目指すところ
産学・医工の連携によって、リハビリテーションの
新しい価値の創出を目指している

● 教育担当リーダーとして、臨床業務、
教育システム構築、医工連携の活動を行っている

介助指導ならびに介護ロボット活用の実際と課題を
中心に報告する



介護現場における介助指導

● 新入職者への基本動作（寝返り、起き上がり、移乗など）の座学講習

「ボディメカニクスの知識」と『してあげる介護』から『手伝う介護』へ



介護現場における介助指導

● 新入職者への基本動作（寝返り、起き上がり、移乗など）の実技講習

実技場面

座学講習を実技へ繋げる指導を行うよう意識している

＜介助者＞
・支持基底面を広くする
・重心を低くする

＜対象者＞
・小さくまとめる

・介助者と対象者の重心を近づける

・持ち上げずに水平移動

・てこの原理を活用する



介護現場の現状

● 介護士の腰痛者あり

● 腰痛あり：24.3%

● コルセット使用者複数

院内調査

⚫ 腰痛の経済損失は年3兆円（業務効率低下など）

当院でも全国の介護現場でも深刻な問題である

全国における調査

⚫ 4人に1人が腰痛発症！

⚫ 働き盛りの30代・40代での発症が増加傾向



移乗介助ツール（ロボット）の活用・推進

● 移乗介助ツールをお試しするも… 

病院として移乗介助ツールを購入しているが、正直埃を被っている

移乗サポートロボット Hug T1-02
（株式会社ＦＵＪＩ製）

移乗の介助が大変な患者は、端座位の保持が困難

端座位の保持ができる患者は、移乗は比較的容易

Sara Stedy サラステディ コンパクト
（アルジョ・ジャパン株式会社製）



移乗介助ツール（ロボット）の活用・推進の課題

● 移乗介助ツールとしては優れているが、サッと移動できない

タイムパフォーマンス低下などの要因で習慣化しない

同時進行で作業をしている（トイレ誘導などはサッとしないと間に合わない）

始業 休憩 終業

8:00 12:00 17:00

食事介助（片付け）

排泄介助（オムツ交換）

シーツ交換
入浴介助 入浴介助

食事介助（片付け）

排泄介助（オムツ交換）

離床の見守り
レクリエーション

食事介助（片付け）



● 病院全体の方針

環境の設定 ロボットの導入費用

製品 価格

Hug T1-02 90万～100万

HAL®介護支援用
（腰タイプ）

初期費用108,000円、
月々84,240円

リショーネPlus 90万～120万

介護ロボット導入には、病院全体で取り組む必要がある
（実際、リフトを導入し病院全体で取り組み運用している施設もある）

移乗介助ツール（ロボット）の活用・推進の課題

・補助金の活用

環境が狭い



当院で運用が進まない課題

ロボットを現場で運用・習慣化するまでが大変である

⚫ スタッフへのロボット使用に対する拒否感・拒絶感

⚫ 慣れるまで使用してくれない

⚫ 腰を痛める仕事だと割り切ってしまっている

⚫ 『ロボット＝自動』という感覚がある

移乗介助ツール（ロボット）の活用・推進の課題



課題からの行動

これまでの課題を整理すると

①環境的問題

②人的問題

③業務上の問題

→非装着型ロボットよりも装着型が有効では？

→パワースーツの試行を開始

マッスルスーツEvery
（株式会社イノフィス）

手動式空気入れで、
人工筋肉の反発力でアシスト

→しゃがみにくい

-個人的見解-

中腰姿勢の保持に効果

→膝屈曲位では効果的

装着すれば良いというわけではなさそう…
介護特有の姿勢、動作からどう活用するかが大事か



現在の試用品

● ボディメカニクス＋パワースーツ

Mizuno POWER ASSIST SUIT
（ミズノ株式会社製）

ゼンマイバネが動力

-個人的見解-

→しゃがみにくさ多少あり

持ち上げる動作に効果

→ボディメカニクスの理解が必要

その他

→装着型は暑い（1日着ていられない）

ボディメカニクスを理解したうえで活用することが重要



ロボットスーツの特徴

下から上へ
持ち上げることに特化

ボディメカニクスを理解できていない介助方法では、
ロボットスーツを活用することもできない

移乗での水平移動
NGパターン

移乗での水平移動
OKパターン

理想



桜十字先端リハビリテーションセンター（SACRA）

● 共同事業を実施中

②SACRAによる効果検証

①依頼

③結果

① 企業、大学、個人等の機関から機器の計測依頼や研究協力を受ける

② SACRAを通し院内倫理審査通過後、効果検証をする

③ 効果の検証結果を企業へ提示、当院は当院ホームページに掲載

開発企業・大学など



まとめ

医療・介護現場における介護者の身体的負担は軽減すべきである

（工学側）多くのツールを創出
（医療側）知ること、使ってみること、伝えること
→両分野とも率直な意見を交換できることが重要である

現場ごとに環境が異なり、業務方法も異なる
（工学側）1施設の意見がすべてだと思わない方がいい（聞き取り方）
（医療側）自施設では「〇〇」他施設では「〇〇」かも（伝え方）

自施設内での介助指導を継続する（ボディメカニクス）
介護ツールを「知る、使う、伝える」

介護ツールの運用には「教育」が必要である



理事 最高執行責任者 宮本隆史

社会福祉法人 善光会
住 所 〒144-0033 東京都大田区東糀谷6-4-17
T E L 03-5735-8080 
F A X 03-5735-8081
E-Mail t.miyamoto@zenkoukai.jp
H P https://www.zenkoukai.jp

スマート介護プラットフォーム（SCOP）の開発について



法⼈概要

項 ⽬ 概 要

法⼈名称 社会福祉法⼈ 善光会

設⽴年⽉⽇ 平成17年12⽉7⽇

代表者 理事⻑ ⻄⽥ ⽇出美

本部所在地 〒144-0033
東京都⼤⽥区東糀⾕六丁⽬4番17号

従業員数 511名（令和4年4⽉1⽇現在）

基本⾦ 825.5百万円(平成30年度)

理 念
オペレーションの模範となる

業界の⾏く末を担う先導者となる

誰も⾒たことも無い、
新しい介護の姿を追い求める。

新しい考えや技術を積極的に取り⼊れることで、
介護業界に新たな⾵を吹かせる。それが私たちの使命です。

▲

年 ⽉ 沿 ⾰
H17.12 法⼈設⽴認可

H19.4 複合福祉施設「サンタフェ ガーデン ヒルズ」開業

H22 認知症対応型グループホーム開業（⻄六郷・⽻⽥・⼤森南）

H24.5 特別養護⽼⼈ホーム「バタフライ ヒル⼤森南」開業

H25.5 特別養護⽼⼈ホーム「バタフライ ヒル細⽥」開業

H25.8 介護ロボット研究室 設⽴

H29.10 サンタフェ総合研究所 設⽴

R2.8 Care Tech ZENKOUKAI Lab リビングラボ認定
国内最⼤級の複合福祉施設サンタフェガーデンヒルズを
はじめ⼤⽥区を中⼼に７拠点を展開。
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社会福祉法人として初めて研究開発・シンクタンク機能を有した研究所を設立

サンタフェ総合研究所

自社開発ソリューション、リサーチ＆コンサルティング、省庁連携プロジェクトなどを中心とした事業を展開

行政地方公共団体 国立研究開発機関介護事業者 メーカー アカデミア

サンタフェ総合研究所
スマート介護オペレーティングプラットフォームの開発
（国立 日本医療研究開発機構の開発補助事業）

次世代をリードする介護士に必要な知識・スキルを
形式知化した「スマート介護士 資格」をリリース

誇大化する介護費と
介護人材不足 介護事業者の生産性向上 科学的介護による品質向上解決課題

3



厚労省 プラットフォーム事業 リビングラボ

厚⽣労働省より認定を受け、ラボとして相談や機器の現場実証を実施

現場での介護ロボット活⽤を促進するためには、①現場ニーズを踏まえた開発、②介護ロボットの周知・体験機会の創出、②介護ロボ
ットを活⽤した業務改善⽅法の構築等が必要不可⽋。それらを促進する厚労省事業に参加。

全国に相談窓⼝11拠点・リビングラボ８拠点。
開発メーカーや介護事業所からの相談や
介護ロボット機器開発に関する製品評価や効果測定
といった開発⽀援に関する実証を⾏っている。
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スマート介護プラットフォーム

＜介護施設＞
施設経営

＜介護現場＞

ケアプラン 日々の
計画・指示

介護実務 外部連携

＜医療機関＞

治療・投薬

＜利用者＞

QOL向上

＜供給者＞

ロボット・
センサー等
開発・製造

ご家族利用者

施設管理者

施設介護職員
リーダー

施設介護職員施設ケアマネ等 施設相談員 医師 看護師介護関連事業者

SCOP
アプリ

介護AI 各種
IoT
機器

ケアプラ
ン作成

効率的
業務指示品質スコ

ア算出

外部
システム

スマート介護プラットフォーム（SCOP）
SCOPは、先端技術活用を促し、ひいては業界内に散在する情報コストを削減するプラットフォームです。
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2018年度 2019年度 2020年度

介護ロボット
統合アプリ
「SCOP now」
開発

介護記録システム
「SCOP home」
開発

介護AI実装
・ケアオペレーション
・ケアマネジメント

SCOP開発のこれまで
国⽴⽇本医療研究開発機構（AMED）の補助採択事業として、2020年度までの3年間、下記の開発を⾏うこ
とが出来ました。また、第5回⽇本医療研究開発⼤賞を受賞させていただきました。

2020年度までの開発内容

6



介護ロボットの導入環境における課題

発生した諸課題

介護ロボットを使いにくい環境が発生

対応するOSも機種により
異なりスマートフォンの
２台持ちが発生

アプリ毎に操作方法が異なり

介護職員が操作を覚えきれない

複数の管理アプリが混在し
お客様情報や通知がアプリ毎に

別々アプリの同時使用ができない
ケースも

１CASE 2CASE 3CASE

どんなに有用な機能を持ち合わせた介護ロボットでも
使いにくい環境下では、介護職員から有効活用されない

課 題

複数介護ロボットを導入することにより新たに複数の課題が発生

SCOP Now

前提｜殆どの介護ロボットのインターフェースはスマートフォンやPC端末である。
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SCOP Now｜複数介護ロボットの統合インターフェース

SCOP Now

閲覧の簡単さ
複数機器からの複数利用者の状態情報をひと目で把握

機器導入の簡単さ
新たに機器が増えてもアプリの操作方法を覚え直さなくてOK

アラート設定の簡単さ
PCで予め設定した利用者毎のアラートセットを1タップでON

職員連携の簡単さ
センサーアラートに誰が対応した等、介護ロボットの運用状況がひと目で把握

介護ロボットの
インターフェイスを統合
介護現場の意思決定を
強力サポート

複数の介護ロボットを効率的かつ効果的に使用することを実現
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介護記録分野における課題

一次メモ 各記録帳票へ転記
（排泄票、水分票等）

（殆どが所定時間外に行なわれる）

介護記録業務

更にシステム入力

申送り業務

STEP
1

STEP
2

STEP
3

二重記録、三重記録化して、時間外が発生し
記録のしにくさから、業務がさらに煩雑化

シフト交代時のミーティング
情報共有

既存データベースから必要な情報を
自身の手元に起こさなければいけない

情報共有に多大な時間を割く
状況が慢性的に発生

「介護記録」や「申送り」に多大な労力と時間を要し
それでいて情報の有効活用がうまく行えていない

介護記録をはじめとした、介護現場での情報の有効活用には以下の課題があります

課 題

SCOP Home

9



SCOP Home ｜紙より入力しやすく、情報を一覧化した介護記録システム

入力の速さ
紙に書くより早く入力できる

閲覧の速さ
ひと目で10名の利用者状態を把握できる

操作の簡単さ
直観的な操作でやりたいことができる

情報共有の簡単さ
離れた場所にいる職員ともリアルタイムで連携し申送り時間を大幅削減

SCOP Home

紙より記録しやすく
情報を一覧化

直感的に使用できる
介護記録システム

介護記録による残業時間を全て削減し
情報共有化の向上と申し送り時間の大幅削減を実現

10



SCOPの導⼊効果について

SCOPアプリの導⼊効果と有⽤性

各年度実証を⾏い以下の効果を実証いたしました。

⼊⼒のしやすさ、閲覧のしやすさから

介護職員の負担を軽減し、かつ介護記録のデータベース化を実現

複数介護ロボットの情報をインターフェースに集約し、

介護職員が更に効率的かつ効果的に介護ロボットを使⽤することを実現

夜間業務 37％効率化

介護ロボット習熟度 98％向上

業務活⽤度（意識） 147％向上

記録業務 76％効率化

申し送り・伝達業務 74％効率化

閲覧の簡単さ
複数機器からの複数利⽤者の状態情報をひと⽬で把握

機器導⼊の簡単さ
新たに機器が増えてもアプリの操作⽅法を覚え直さなくてOK

アラート設定の簡単さ
PCで予め設定した利⽤者毎のアラートセットを1タップでON

職員連携の簡単さ
センサーアラートに誰が対応した等、介護ロボットの運⽤状況がひと⽬で把握

⼊⼒の速さ
紙に書くより早く⼊⼒できる

閲覧の速さ
ひと⽬で10名の利⽤者状態を把握できる

操作の簡単さ
直観的な操作でやりたいことができる

情報共有の簡単さ
離れた場所にいる職員ともリアルタイムで連携し申送り時間を⼤幅削減
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SCOP開発 AIの基礎開発 現場への落とし込み 介護現場の
⽣産性向上

ケアオペレーションAI
の構築

ケアプランAI
の構築

1

2

現時点の成果狙い

• 経験の浅いケアマネに対し、短期⽬標とケ
アプランの設計の補助となるようなツールを
提供

• ケアマネの早期の⽴ち上がりによるケアプラン
作成にかかる時間の削減を⽬指す

• SCOPに蓄積されているデータをもとに
施設内の事故予兆をAIにより検知すること
で、事故発⽣を未然に予防

• より効率的な現場オペレーション確⽴の礎と
する

転倒事故/褥瘡を対象にした予測モデルを
構築済
• ⼀定の精度が⾒込めており、今後現場
での効果検証を開始

ケアプランを7種に⼤別し、それに紐づく短期⽬標
からサービスプランをレコメンドするルール/DBの整
備が完了
• 今後、策定したルールをAIに落とし込み

全ての基盤となる
SCOPの構築

SCOPデータを活⽤し、
現場負荷を軽減しうる
AIモデルを開発

現場検証を通じた効果
検証/オペレーションへの
組み込み 最終的なゴール

今後も、継続的に現場実証を通じて有⽤性/実⽤性を検証していく

〜ʼ20/4

AI開発の全体像

AI開発について
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テクノロジーの利活⽤シーン

SCOPNOWから、
起き上がり通知がきたぞ︕
尿量が多いみたいだ。
⇒訪室してトイレ誘導
しよう

SCOP Nowから
もうすぐ排泄通知が来たわ︕
トイレが近いみたい。でもぐ
っすり寝ているわ。
⇒次に⽬覚めた時に
排泄介助ね。

【シルエット⾒守りセンサ】
・起き上がりやはみだしをセ
ンサーで検知

【D-free】
・超⾳波で尿量検知【眠りSCAN】

・体動で眠りの質、呼吸、
脈拍を検知

職員はヘッド
セットで通知
を受ける。

Dfreeより
排泄通知

眠りSCANから
熟睡状態と
わかる

眠りSCANを
全床に設置

定期巡回不要

訪室前に
映像で確認

排泄のタイミング
がわかる

眠りSCANより
起き上がり通知

Dfreeから
膀胱の尿量
がわかる

居室における各種センサーの活⽤とSCOP

SCOPによって介護に関する各種システムがシームレスに利⽤できます
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職員の業務負担について

職員が使用する IC T、テクノロジー機器
ICT、テクノロジーの活用は介護職員の業務負担軽減に役立っています。

項目 一般的な介護職員 善光会の介護職員

職員の装備など

介助、見守り・巡回 定時、随時での対応業務が発生 介護ロボットによるセンシング技術を活用し、発生時
のみ対応、若しくは予測アラートによる事前対応可能

記録業務 紙媒体記録、システム入力（二～三重記録）
記録業務による残業の発生

iPadを使用し、シームレスにその場で入力対応
記録業務による残業がなくなった。

情報共有・申送り PHSやトランシーバ―などを使用
紙媒体での記録、引継ぎ時のミーティング

骨伝導式インカムを使用（両耳解放、プッシュ通知）
iPadを介した情報共有で引継ぎ時のミーティングも不
要

体力的負担 体力的な消耗率高い ミニセグウェイ、HAL、Hugの使用で体力の消耗を抑
え安全に素早い対応

Hug
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AMED採択事業としてのSCOPの実証結果

SCOP の一部機能は、国立日本医療研究開発機構（AMED）の補助採択事業として開発
開発済みシステムは、夜間見守り業務や記録・申し送り伝達業務での効果検証を実施。第5回日本医療研究開発大賞を受賞。

夜間業務 37％効率化

介護ロボット習熟度 98％向上

業務活⽤度（意識） 147％向上

業務活⽤度（回数） 15倍

記録業務 76％効率化

申し送り・伝達業務 74％効率化

15

介護ロボット情報を集約し、介護職員が更に効率的かつ効果的
に介護ロボットを使⽤することを実現

⼊⼒のしやすさ、閲覧のしやすさから介護職員の負担を
軽減し、かつ介護記録のデータベース化を実現

2018年度
介護ロボット統合アプリ「SCOP Now」開発

2019年度
介護記録システム「SCOP Home」開発

2020年度
「ケアオペレーションAI・ケアマネジメントAI」開発

AMED 平成30年度 「ロボット介護機器開発・
標準化事業（開発補助事業）」の開発内容

内閣官房主催「第5回⽇本医療研究開発⼤賞
AMED理事⻑賞」を受賞

介護分野では
初の快挙



アウトカムがあれば、利⽤者にとって効果的な介助を特定する
ことが可能であり、ブラッシュアップしていくことで介護職の
専⾨性を⾼め業務成果としても定量的な評価が可能となる。

アウトカムがあれば、利⽤者に対して真に効果のあるサービス
を評価・特定することが可能であり、効果的な介護保険の投下
を実現することが可能となる。

日本の介護サービス品質評価視点
（ドナベディアンモデル）

介護保険視点

アウトカム
（結果）

ストラクチャー
（構造）

プロセス
（過程）

ストレスフルな業務環境

（体力的にきついことや排泄物に触れること以上に）

専門性が認められないことや業務成果が見えない事に行き着
く有用なサービス品質を特定、評価できない。

介護アウトカム創出の必要性

介護アウトカムがなぜ必要か
介護アウトカムを創出することにより、介護保険財源や介護人材にインパクト可能

特にアウトカムについて
有⽤なスケールがない。

介護人材視点
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善光会発の科学的介護における
新たなPDCAサイクル構想

計画

LIFEに沿って
利⽤者状態を評価し、
介護アウトカムを試算

介護計画に沿って
実施したケアを
介護記録に残す

改善分析の結果に
沿って介護計画を策定

研究課題①
交絡因⼦の影響⼒調整による
介護アウトカムの試算

改善

介護記録のデータから
介護アウトカムの改善に
役⽴つケア要因を明⽰

評価実行

研究課題②
介護アウトカム変数に対する
ケア因⼦の影響⼒を探索

新たなPDCAサイクルの構想と２つの研究

上記研究課題については、筑波⼤学の協⼒のもと、
「社会活動に係るケアが提供されやすい利⽤者の特性」として論⽂を執筆中

17



分析に必要な
データセット

アウトカム算出
分析エンジン

UXを含めた
業務⽀援機能

介護の質向上のためのSCOPのさらなる進化のための開発の⽅向性

アウトカム導出
可能な唯⼀のDB

分析結果と現場の
迅速な連携

利⽤することで
業務の質が向上

政策⽅針となる
最新のアウトカム
研究結果

現場⼒とデータサイエンス⼒の双⽅を兼ね備えた
世界で唯⼀無⼆のシステム構築を進めていく

SCOPアウトカム創出機能の研究･開発

18



善光会の取り組み

常に改善・進化し続ける強い介護現場

全ての領域における介護プラットフォーム（データの共通化・業務の標準化）

対応業種の追加経営⽀援ツールアウトカム創出
DB構築

今回の取り組み
+

将来⽬指すもの…

介護施設⽀援アウトカム研究

AI開発 機器メーカー⽀援

メディア露出によるPR 連携メーカーの営業

19



SCOPの価値

サービス
品質⾼

コスト⾼ コスト低

サービス
品質低

従来の介護
利⽤者⼀⼈あたりの
職員数を増やし
サービスを向上

従来の介護
職員数を減らすと
サービス品質が低下

SCOPによる新しい介護
AIやIoT、
データ優位なバリューべー
スドヘルスケアの提供が可
能

SCOPが低コストかつサービス品質を高めるためのプラットフォームとして機能
サービス品質とコストのトレードオフの関係をSCOPにより、ヒューマンタッチな業務にリソース
を最大化させることを可能とする

20



SCOPを使えば少ないリソースで対話を重視した質の高い介護が実現

生産性向上における労働力削減イメージ

SCOPによるリソースの変化

不効率な業務も
多い

従来の介護

DX化により、
あらゆる情報コ
ストを効率化。

人はより、「人
間らしい業務に
注力しサービス
の変革が可能」

5.5
時間/日

3.7
時間/日

1.8
時間/日

1.9
時間/日

食事 入浴排泄 見守り 記録
申し送り

3.8
時間/日 26.5

時間/日

総業務時間

5.6
時間/日

コミュニ
ケーション
（移動・移乗
・更衣等）

4.3
時間/日

その他
(事故対応・
手待時間・
与薬等)

間接的な業務時間を
大幅に削減可能

利用者との
対話を重視5.5

時間/日

3.3
時間/日

1.8
時間/日

0.3
時間/日

食事 入浴排泄 見守り 記録
申し送り

0.9
時間/日 18.4

時間/日

総業務時間

0.9
時間/日

コミュニ
ケーション
（移動・移乗
・更衣等）

5.8
時間/日

その他
(事故対応・
手待時間・
与薬等）

※2018年から2020年度のAMED開発における実証時の調査より

▲30％

▲87％ ▲75％
▲79％

4％

（業務）

（業務）

（時間）

（時間）
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⼤⼿グループホームのツクイ様の他、多数の施設に導⼊が進んでいます。

弊法⼈プレスリリース抜粋

SCOPの導⼊状況

導⼊合意

300を超える介護施設で導⼊が決定済み
22

ヒューマングループのヒューマンライフケアでも40以上の施設で導⼊が決定



プレスリリース、メディア掲載、各種委員会での説明等

・ 2019年 7⽉11⽇SCOPに関する記者会⾒実施 ⾚坂インターシティコンファレンス

・ 2019年 9⽉13⽇国際福祉機器展に初の共同（トリプルダブリュージャパン）出展

・ 全国⽼⼈福祉施設研究会議（⽼施協主催）
2019年10⽉29⽇ 愛媛会議 出展 2019年11⽉20⽇ 茨城会議 出展

・ ⽇経ヘルスケア2020年3⽉号 ・ ⽇経ヘルスケア2020年4⽉号

その他、各種メディア媒体に多数掲載

・2020年1⽉21⽇ 規制改⾰推進会議「第４回 医療・介護ワーキング・グループ」

・2020年4⽉27⽇ 未来投資会議構造改⾰徹底推進会合「健康・医療・介護」会合
→コロナのため、書⾯会議での参加

プレスリリース、各種メディア媒体を通じて、利害関係者に開発内容の啓蒙を⾏うとともに、介護分野の⽅向性を左右する各種委員会においても
SCOPの優位性について説明を実施し、介護保険制度にインパクトすべく啓蒙活動を推進

SCOPの汎⽤性について

23



健康

社会参加 快適性

自立安全性

・身体機能
・認知
・基本動作
・排泄 等

・食事量
・水分量
・食事状態
・BMI 等

・基本動作
・更衣
・服薬
・食事 等

・関わり
・余暇
・役割 等

・移動
・移乗
・余暇 等

介護アウトカム創出と情報の有効活用

介護アウトカム

センサー情報・記録
アセスメント情報から
アウトカムを算出

ケア提供

施設入居者

ケア記録
アセスメント

情報閲覧

介護職員

介護ロボットのセンサ情報 介護ＡＩ有用情報

アウトカム情報の取得と介護AI
SCOPは介護職員の通常業務範囲で、介護ロボットからの有用情報、介護記録からの有用情報を抽出し自動スコアリング
さらに、介護AIがこれらの情報をキュレーションに、介護職員へ介護オペレーションの有用情報のレコメンド機能を開発中

24

SCOPは介護職員の通常業務を通じて、評価者に負担なく数多くの介護アウトカム項⽬を⾃動算出することを⽬指す。



スマート介護プラットフォーム

医師 看護師
施設介護職員
リーダー

施設ケアマネ等

施設管理者

ご家族

訪問介護職員
ロボット・センサー
メーカー介護関連事業者

施設介護職員 施設相談員

居宅事業者

医療機関

居宅ケアマネ等

介護ＡＩ

・職員管理
・経営分析
・ソリューショ
ンレコメンド

・IoT機器連携
・介護記録入力
・スケジュール
管理

・利用者状態分析

・IoT機器管理
・利用者管理
・ケアプラン作成
・介護分析

・介護オペレー
ション構築

・人材連携

・IoT機器開発
・介護用品調達
・利用者満足度

・利用者情報共有
・指示、アドバイス

・介護データ共有
・ビッグデータ活用
・利用者情報共有

・利用者情報取得
・契約締結
・プラン変更

SCOPの拡大範囲
施設系介護でのデータヘルス化を起点に更に介護事業を取り巻く周辺環境との融合により生産性向上範囲を拡大

25



当法⼈の各種HP、SNSを宜しくお願いします。
ご清聴有難うございました。

26

善光会公式
インスタグラム

善光会公式
Facebook

オンラインコミュニティ
善光会チャンネル

SCOP
公式サイト



令和４年度介護ロボット等活用ミーティング

新型コロナウイルス罹患者の

療養生活と罹患前後の変化を

見守り機器を活用して支える

1

２０２２．１１．１５

株式会社来夢 矢代 虎太郎

Copyright ⓒ 2020-2022 Raimu Incorporated All Rights Reserved.

サービス付き高齢者向け住宅リハ・ハウス来夢＆ライフリズムナビ＋Dr



はじめに

当事業所は富山県氷見市にあるサービス付き高齢者向け住宅を

母体とした複合事業所を運営しています。

氷見市は高齢化率が全国平均よりもかなり高く、専門職である

介護職員を採用することが困難な地域です。

将来を見据えますと少しでも働きやすい職場環境へと改善して

いくこと、業務効率化を行なうことで残業を削減していくこと、

そして生産性を向上して経営を安定させていくことを目指して

います。

そのためにはICTやIoTシステムを導入していくことが急務では

ないかと考え、当事業所にて導入していく運びとなりました。

Chapter

01

2
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会社概要

法人名 株式会社来夢

事業所名 リハ・ハウス来夢

設立 平成26年4月

住所 富山県氷見市伊勢大町二丁目14番20号

代表者 代表取締役 岩倉 香織

事業内容

通所介護事業（定員30名）、訪問介護事業、

サービス付き高齢者向け住宅事業（40室）、

居宅介護支援事業 ※訪問看護事業は休止中

関連会社
株式会社カオリ、有限会社サラン商会、

岩倉米穀店、岩倉不動産

一人ひとりの個性、あなたらしさを大切に。

安心で快適な、感動ある毎日を提供したいと願っている開設９年目の会社です。

3
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当社が導入している介護ロボット

4
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商 品 名 ライフリズムナビ＋Ｄｒ．

商品内容 Ｓａａｓ型高齢者施設見守りシステム

開発会社 エコナビスタ株式会社

東京都千代田区紀尾井町３－１ ＫＫＤビル６Ｆ

導 入 日 令和元年１２月

補 助 金 平成３０年度ものづくり・商業・サービス生産性向上促進

補助金を活用

備 考 介護記録ソフトファーストケアと連動

情報共有としてＣｈａｔＷｏｒｋを活用

日勤帯はインカムを活用

※参考資料



5
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限られた時間での発表となりますので、運用面を中心にご説明いたします。

当社が導入している介護ロボット(見守り機器)がどのような機能を有して

いるのかは、メーカーのホームページや発表者が取材を受けてYoutube

動画が作成され、拙い説明しております。

お手数ですが事前にそちらをご確認いただけると幸いです。

ライムリズムナビ＋Ｄｒ．ホームページ

https://info.liferhythmnavi.com/

ライフリズムナビYoutube

https://www.youtube.com/channel/UC4rdqfV-nZTtvOisoPft5Ug

※参考資料当社が導入している介護ロボット

https://info.liferhythmnavi.com/
https://www.youtube.com/channel/UC4rdqfV-nZTtvOisoPft5Ug


6
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※参考資料ライフリズムナビ＋Dr.

使用機器

❶ ライフリズムナビ
S l eepSenso r /
LRNゲートウェイ

❷人感センサー

❸温湿度センサー

❹あけしめセンサー



コロナ感染症が発生し、IoT機器の便利さを痛感

令和４年7月15日に入居者(利用者)様の新型コロナウイルスに

罹患している事案が発生しました。

同日に複数名の罹患を確認した時点で、「いつ」「どこで」

「誰」が感染してもおかしくない状況に陥りました。

当住宅では既に介護ロボットを導入し、活用していたことに

より、「かけつけてみないとわからない」から「ある程度の

健康状態を把握できること」「状況の変化をみてかけつける

こと」が実現できることで、介護業務の効率化と感染対策の

維持を図ることができました。

これらのことは対応する職員の肉体的や精神的な負荷の軽減

にもつながりました。

Chapter

02

7
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通常時におけるIoT機器導入における業務内容の変化

8
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1

2

3

夜勤職員の負担軽減

居室内の見守り・訪室回数の減少

生活サイクルの把握により、効率のよい住宅サービス提供の強化

入居者の転倒回数の減少４

５

6

認知症状や難病患者、中重度化している入居希望者の受け入れ対応を実施

情報共有の円滑化

先回り介護の実践

かかりつけ医やケアマネジャー、
多職種や家族などとの連携強化

※参考資料

末期がん、パーキンソン病、
IgA腎症、鼻腔Malgリンパ腫など



通常時におけるIoT機器を導入してのメリット

9
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①巡視タイミングの変化 ②ケアタイミングの変化 ③健康管理・睡眠改善の変化

④変化の結果

※参考資料

非効率な訪室を減らす
ことが可能となり、
夜勤職員などの負担
軽減につながる

生活サイクルを把握
することで、排泄や
起床就寝ケアに入る
タイミングがUPした

睡眠の把握から生活
サイクルが安定し、
健康維持につながる

職員の負担軽減
サービスの質の向上

生活援助中心の軽度者しか対応していなかった事業所が
ターミナルケアを行える事業所へと変化していった



感染時におけるIoT機器利活用による業務のメリット

10
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1

2

3

夜勤職員の肉体的・精神的な負担の軽減

不必要な居室内の見守り・訪室回数の減少

生活サイクルの把握により、必要に応じた訪室対応への切り替え

効率のよい住宅サービス提供を行うことにより、感染対策の強化４

５

6

認知症症状の罹患者の徘徊防止

罹患者の健康情報を中心とした情報共有の円滑化

排泄時間や日常の行動パターンの
予測から先回り介護の実践

かかりつけ医やケアマネジャー、
多職種や家族などとの連携強化

臨時で緊急採用した派遣職員が
夜勤業務を行うことができた

生体反応の確認から安否確認の
訪室回数を減らすことが可能

排泄時の汚染を防ぐなど先回り
介護の実践から訪室を減らす

ドアの開け閉めセンサーの活用で
レッドゾーンに入らせない



感染時におけるIoT機器利活用による業務のメリット

11
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1 夜勤職員の肉体的・精神的な負担の軽減

●タブレット端末を通し、生体反応(呼吸数・心拍数など)が把握できる

ことから不安感が減少 ex.急変をしていないか？ 何かしら問題がないか？

●罹患者の居室へ必要以上に訪室しなくても済むために感染リスクを

抑えることが可能 ex.接触回数の減少 飛沫の防止

●緊急採用した派遣職員でも全室の状況が分かることから不安なく

業務に従事できた ex.職員の確保 シフト調整(連続勤務の削減)



感染時におけるIoT機器利活用による業務のメリット

12
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2 不必要な居内の見守り・訪室回数の減少

●積極的な各種アラート機能の活用により、必要に応じた訪室対応へ

切り替え

・トイレアラート機能(排泄ケアのため訪室)

・長時間トイレアラート機能(安否確認のため訪室)

・心拍数上昇、心拍数低下、センサー反応なしアラート機能(安否確認のため訪室)

・離床アラート機能(転倒防止確認・介助対応のため訪室)

・高温、低温、湿度低下アラート機能(温度調整などのため訪室)など



感染時におけるIoT機器利活用による業務のメリット

13
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3 生活サイクルの把握から、必要に応じた訪室対応への切り替え

●当事業所にて把握している排泄時間の間隔や日常の行動パターンより

予測して、必要に応じた声掛け対応を行う

・離床がない ex.倦怠感？ 意欲低下？ 認知症の進行？

・トイレの使用間隔にズレあり ex.汚染防止？ 脱水？ 便秘？ 下痢？

●日常と異なることがあった場合は、医師や看護師、ケアマネジャー

などの他職種と情報を共有して、必要なサービス調整を行う

●日勤帯に事前準備できることは夜勤職員の負担とならないように予め

調整しておく



感染時におけるIoT機器利活用による業務のメリット
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４ 効率のよい住宅サービス提供を行うことにより、感染対策の強化

●繁忙時間を少なくできることで感染対策を疎かにしない

・起床介助や就寝介助、排泄介助など同じ時間帯に集中する介護業務の優先度合いを

タブレット表示を確認しながら効率よく対応していく

●丁寧に焦らずに一つ一つの業務を遂行できる

・一つ一つの作業手順を丁寧に行うことで感染対策マニュアルを徹底し、ゾーニング

対応を厳格に行う



感染時におけるIoT機器利活用による業務のメリット
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５ 認知症症状の罹患者の徘徊防止

●ドア開け閉めセンサーの活用で罹患者(疑いも含む)の徘徊防止

(ゾーニング確保）

・コロナ感染が終息するまでの間、全入居者を居室対応としたが、理解できずに

食事の時間帯などに出て来られる方が数名いた

・居室内に張り紙をしても効果がないため、アラート表示にて毎回対応している

・都度出て来られるものの、速やかに帰室いただくことで対象者は罹患しなかった



感染時におけるIoT機器利活用による業務のメリット
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6 罹患者(入居者)の健康情報を中心とした情報共有の円滑化

●生活状況が把握できるため、厚生センターを中心とした他事業所への

連携がスムーズにできた

・罹患者のうち半数以上は軽症のため、罹患前と罹患中にて生活の変化は余りないため、

明確に変わりなしと回答している

・罹患中に排泄介助や食事介助などが必要となった対象者は、ケアマネジャーと協議を

して福祉用具の追加やサービス提供内容を変更し、手厚く対応することとした

・見守り機器のデータを活用しながら罹患者の既往歴による課題点を抽出し、罹患者の

状況を確認し、必要に応じて厚生センターを通じて再診要請をし、罹患者の早期回復に

つなげた



コロナ感染症が発生し、IoT機器の便利さを痛感

高齢者は自分自身の健康状態を明確に伝えることが困難です。

見守り機器の活用次第によっては、罹患者を含む健康状態や

生活サイクルを把握できることが可能です。

そして知り得た情報を職員がどのように活用するかによって

高齢者の生活が大いに向上します。

当事業所は見守り機器を住宅職員の一員であると考えており、

常にデータに変化がないか確認をしています。

今回はその活用例などを発表させていただきます。

Chapter

03

17
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発症当時のフロー

1

2

3

概 況／起床時に対象者は倦怠感が強く、トイレに行けなかった

情報発信／夜勤職員よりChatWorkを通じて、出勤予定職員へ通知

確認作業／ライフリズムナビにてリアルタイム状況を確認

伝 達／日勤看護職員が速やかに検査、それまでは居室対応を指示４

事例１ コロナ罹患者発生

朝食を摂取する意欲も
ないことも確認

倦怠感や体熱感(KT=37.6)が
あることが記載されていた

毎日動いている時間に
動けていないことを確認

緊急案件は電話連絡で指示
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発生当時のフロー

1

2

3

状況発信／夜勤職員よりChatWorkを通じて、夜間帯の変化を把握

確認作業／ライフリズムナビにてリアルタイム状況を確認するよう指示

概 況／対象者は嘔吐、右下腹部痛が発生し、その後発熱した

連携対応／胆のう炎である可能性を示唆し、救急搬送・入院手続き４

既往歴に胆のう炎があり、過去に
２回同じ症状にて救急搬送歴あり

呼吸や心拍、体動などを
確認するよう指示

夜勤看護職員へ抗原検査を
指示し、陰性であることを確認

厚生センターへ具体的に状況を
連絡し、救急要請を依頼する

事例２ 救急搬送案件発生



終わりに

コロナの第８波の入り口に入っているのではないかと言われて

いる今日、職員と利用者の濃厚接触機会が多くなる介護業界は

感染リスクが非常に心配されるところです。

衛生管理をどれだけ徹底していてもコロナを防ぐことが難しく、

人員不足に輪をかけて稼働が増えていくことから、介護人材の

精神的疲労や体力減退が増大しているのが現状です。

居室内での入居者の生活状況や居室の室温・湿度などの環境を

遠隔で把握できるIoT導入は介護事業所で働く職員の稼働減に

つながります。

そして入居者に接近しての安否確認(呼吸の有無や睡眠の状態

など)の頻度も減らせるので、感染リスクの低減に寄与できる

のではないかと考えます。

Chapter

04

20
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●これからの在宅は・・・ここまで来ている

・急性期病院での在院日数の短縮化

・医療ニーズの高い状態にもかかわらず退院する療養者が増えてきている

・在宅医療機器の革新により、今迄は入院で対応するしか出来なかった

治療が在宅でも可能となった

・国は「在宅死比率アップ」を目標としていることから、在宅ターミナル

ケアはこれから増えていく

・コロナによる面会謝絶により、無理をしてでも病院を退院したい人が

増えている

・在宅で活用できる介護ロボットが増えてきている

※参考資料終わりに



22

Copyright ⓒ 2020-2022 Raimu Incorporated All Rights Reserved.

●介護業界もいよいよIoT・ICTシステムを導入していく時代に
なってきた。
導入したらどうなっていくのだろうか・・・

・職員の業務負担が軽減（業務効率化・生産性の向上）

・ケアの質の向上と危険予測の強化

・若手職員の定着率アップ

・スタッフ間のコミュニケーションの円滑化

・医療職や介護支援専門員など多職種との連携強化

※参考資料終わりに



⚫ 介護ロボットは生活支援のための福祉用具の位置づけであると考える

私の考えている介護ロボットの導入と活用について

介護ロボット(見守り機器)は高齢者の状態を常時把握して、

アラートの発生毎に対応するために活用するものではない

⚫ 現状におけるケアのプロセスや内容を検証できるツール

⚫ 人間の尊厳を護るツール

⚫ 高齢者の自立支援とQOLの向上を目指すツール

シナジー
効果

Copyright ⓒ 2020-2022 Raimu Incorporated All Rights Reserved.

終わりに
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●システムをどれだけ入れても、進化しても最後は『人』

●本当に残したいのは『人』の手による介護

●限られた『人』を有効に、効率よく活用していくためには

IoT・ICTシステムを導入していくべき

●コロナ禍において見守り機器は有効なツールであるので

もっと導入しやすいように制度を構築してもらいたい

終わりに
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ご清聴ありがとうございました。

ご質問などありましたら下記メール

アドレスまでお問い合わせください。

矢代 虎太郎（やしろ こたろう）

メール：kotaro@raimucare-t.jp



社会福祉法人 友愛十字会 砧ホーム

施設長 鈴木 健太

きぬた

令和4年度 介護ロボット等活用ミーティング

2022.11.15 ＠online

Copyright © 2022 Kenta Suzuki 1

～ 介護機器等の安心・安全な利用を考えよう ～



鈴木健太自己紹介

〇社会福祉法人友愛十字会 砧ホーム 施設長

●公益社団法人 全国老人福祉施設協議会

・ロボット・ICT推進委員会 幹事

●社会福祉法人 東京都社会福祉協議会 高齢者福祉施設協議会

・常任委員 ・デジタル推進委員長

●公益財団法人 テクノエイド協会

・「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」
モニター調査検討委員会 委員

●公益財団法人 東京都福祉保健財団

・次世代介護機器選定委員会 委員

淑徳大学 社会福祉学部 社会福祉学科卒

《・看護師 ・福祉用具専門相談員 》

Copyright © 2022 Kenta Suzuki 2
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自己紹介



本日のお話の内容

1. 役に立つ！介護ロボットの効果
- 見守り支援機器 と 移乗介助（装着型）の事例

2. 介護ロボットのヒヤリハット
- 見守り支援機器 と 移乗介助（装着型）の事例

3. ヒヤリハットの克服の仕方
- 運用上のルールの更新が鍵！

4. 介護機器等の使いやすさの高め方
- 共用上のルールの更新が鍵！

Copyright © 2022 Kenta Suzuki 4



1.役に立つ！介護ロボットの効果

Copyright © 2022 Kenta Suzuki 5

- 見守り支援機器 と 移乗介助（装着型）の事例
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ロボット技術の介護利用における重点分野（概要）

【出典】厚生労働省HPより（抜粋）



ﾅｰｽｺｰﾙ経由
Wi－Fi経由(画像)  Wi－Fi経由

LAN経由
通信環境

見守り支援ロボット - 設備環境

メリット
事故防止
自立支援

自立支援
（事故防止）

安全系 ﾊﾞｲﾀﾙ系見守属性

【注意】職員の移動範囲をカバーする電波強度が必要！
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見守り支援機器の導入状況 57.1％
（出典）「デジタル機器（介護ロボット・ICT機器）等の導入及び活用に関する実態調査」

令和3年9月～10月の調査。都内の特別養護老人ホーム 全218施設からの回答。
社会福祉法人東京都社会福祉協議会 東京都高齢者福祉施設協議会 デジタル推進委員会 資料 より

荷重変位測定タイプ カメラタイプバイタル測定タイプ

タイプ別 ・ 状況

【画像】 各社商品カタログより

デジタル機器（介護ロボット・ICT機器）等の導入及び活用に関する実態調査【結果】



9

【出典】キング通信工業株式会社 HPより 【写真】砧ホーム

設置例器体端末

見守り支援ロボット - カメラタイプ

Copyright © 2022 Kenta Suzuki



シルエット見守りセンサの履歴機能
Copyright © 2022 Kenta Suzuki 10



① ②

③

はみ出し検知

☆ 事故の本質的な要因にせまる
核心的な再発予防策の立案が可能！

⇒  事故の再発を防止

事故の見える化

⇒ 生活の質の向上

⇒ ケアの生産性の向上
検知 30秒後

検知 30秒前

Copyright © 2022 Kenta Suzuki 11

見守り支援ロボット カメラタイプ
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ロボット技術の介護利用における重点分野（概要）

【出典】厚生労働省HPより（抜粋）



移乗介助

朝のゴミ出し

床のモップ掛け

移乗支援ロボット（装着型）

Copyright © 2022 Kenta Suzuki 13

排泄介助 入浴介助
【写真】砧ホーム



副次的効果
（共有・発信）

直接的効果
（負担軽減）

Copyright © 2022 Kenta Suzuki 14

使い方の工夫と効果の出し方

【写真】砧ホーム

活用のコツ



2.介護ロボットのヒヤリハット

Copyright © 2022 Kenta Suzuki 15

- 見守り支援機器 と 移乗介助（装着型）の事例
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介護ロボット等の事故・ヒヤリハット事例集

【出典】（１）厚生労働省/公益財団法人テクノエイド協会 HPより
（２）独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE） HPより
（３）株式会社三菱総合研究所 HPより

（１） （２） （３）
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介護ロボット等の事故・ヒヤリハット事例集

【出典】（１）福祉用具ヒヤリハット事例集2019、厚生労働省
（２）身・守りハンドブック2020、独立行政法人製品評価技術基盤機構
（３）介護ロボットを安全に使うためポイント集、株式会社三菱総合研究所

（2021）

（１） （２） （３）



Copyright © 2022 Kenta Suzuki 18

見守り支援ロボット - カメラタイプ

【出典】「介護ロボットを安全に使うためポイント集」、株式会社三菱総合研究所（令和3年3月）
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見守り支援ロボット - カメラタイプ

【出典】「介護ロボットを安全に使うためポイント集」、株式会社三菱総合研究所（令和3年3月）
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移乗支援ロボット（装着型）

【出典】「介護ロボットを安全に使うためポイント集」、株式会社三菱総合研究所（令和3年3月）



3.ヒヤリハットの克服の仕方

Copyright © 2022 Kenta Suzuki 21

- 運用上のルールの更新が鍵！



介護職員
（介護現場）

ﾘｰﾀﾞｰ/主任
（中間管理職）

施設長
（管理職）

活用推進委員会

使い方のルール

ルールの不具合

Copyright © 2022 Kenta Suzuki 22

○機器を活用する

○報告する
・使いにくさ
・効果

職員負担
利用者変化

○率先して機器を
活用する

○活用ルールの更新
・運用上のルール
・共用上のルール
○報告を集約する
・頻回のアンケート

ヒアリング

○活用環境の整備
・活用目的の明確化
・活用ムードの創出
○進捗状況の把握と

内外への情報発信
○効果や変化の評価

とフィードバック

施設における 介護ロボット等の活用

ルールの更新
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見守り支援ロボット - カメラタイプ

【写真】砧ホーム

【出典】「介護ロボットを安全に使うためポイント集」、株式会社三菱総合研究所（令和3年3月）
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見守り支援ロボット - カメラタイプ

No. 氏名 部屋番号 設定 感度

101 菅田　栄子 212-3 起き上がり 3
102 小暮　たけ子 212-3 起き上がり 3
103

104 伊藤　美代子 211-3 起き上がり 3
105 高松 サト子 210-3 起き上がり 3

106 SS用

107 海老原　ヤエ 213-1 離床 3
108 白石　和枝 211-1 起き上がり 3

109 友野　トラ 起き上がり 3
110 正村　きい 208‐2 動き出し 2
91 石井　多賀子 211-2 端座位 3
92 渋谷　晴子 205-1 動き出し 3

93 田渕　滋美 213-2 端坐位 3
94 福澤　たみ子 207-1 端坐位 3

ベッドセンサ使用者　設定一覧表

【出典】「介護ロボットを安全に使うためポイント集」、株式会社三菱総合研究所（令和3年3月）

【表】砧ホーム
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移乗支援ロボット（装着型）

【写真】砧ホーム

【出典】「介護ロボットを安全に使うためポイント集」、株式会社三菱総合研究所（令和3年3月）



【出典】「介護サービス事業（施設サービス分） における生産性向上に資するガイドラン」
（厚生労働省HP）Copyright © 2022 Kenta Suzuki 26

一番大事な理解



4.介護機器等の使いやすさの高め方
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- 共用上のルールの更新が鍵！



介護職員
（介護現場）

ﾘｰﾀﾞｰ/主任
（中間管理職）

施設長
（管理職）

活用推進委員会

使い方のルール

ルールの不具合
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○機器を活用する

○報告する
・使いにくさ
・効果

職員負担
利用者変化

○率先して機器を
活用する

○活用ルールの更新
・運用上のルール
・共用上のルール
○報告を集約する
・頻回のアンケート

ヒアリング

○活用環境の整備
・活用目的の明確化
・活用ムードの創出
○進捗状況の把握と

内外への情報発信
○効果や変化の評価

とフィードバック

施設における 介護ロボット等の活用

ルールの更新



テクノロジー

・装着に時間が掛かる
・使いたい時にない
・エアポンプが落ちる
・ポケットが使えない
・汚れが気になる

介護現場の反応

・滑らかでイメージ
しやすい補助力

【出典】株式会社 イノフィス
HPより

UX

UIの壁？
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機能の本質に辿り着く前の葛藤



・装着に時間が掛かる
・使いたい時にない
・エアポンプが落ちる
・ポケットが使えない
・汚れが気になる

介護現場の反応

UIの壁？

・使用後はベルトを緩める
・動線を考えて配置する
・エアポンプに輪ゴムを巻く
・ウエストポーチを準備する
・使用後に消毒、消臭する

・滑らかでイメージ
しやすい補助力

UX

使い方のルール

Copyright © 2022 Kenta Suzuki 30

共用上のルールが活用を促進させる
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配置場所と方法の工夫

ハンガーラック 点 滴 棒

Copyright © 2022 Kenta Suzuki

【写真】砧ホーム



介護機器等の
安心・安全な利用を

考えましょう！
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YouTube
介護ロボットの活用のコツ！



ＩＣＴ化に向けての取り組み
介護記録ソフト・ナースコールシステムの

導入効果と活用方法問題点

株式会社ホームケアサービス山口
介護事業部次長兼のんびり村通津施設長安岡智量

のんびり村花岡施設長吉田克三



弊社について
ホームケアサービス山口が大切にしてきたのは、「信用される」「信頼さ
れる」企業であることです。
お客様や関係先からの「信用」「信頼」はもちろん、社員からの「信用」
「信頼」がなければ、 良いサービスを生み出すことはできません。
労働環境や社員を取り巻く環境、老後の課題など、100人いれば100通りの
“悩み”と“喜び”があるからこそ、 社員が生き生きと働けるよう日々
チャレンジしています。
なかでも熱心に取り組んできたのは、社員教育です。
一人ひとりが知恵を養い、生きる喜びや仕事の誇りを得ることで 地域に
貢献できるサービスを提供できるはず――。
その想いから社員教育に力を注いできた結果、社員それぞれが企業の“屋
台骨”となり、経営を支えてくれるまでに成長しています。
地域トップシェアの実績を持つ当社ですが、これから先、地方の企業が生
き抜くには厳しい時代になるでしょう。
今後はグローバル市場に目を向け、新しい地域への展開、業務提携などを
見据えた発展・拡大に努めてまいります。
常に時代の先を見つめながら、チャレンジし続ける会社でありたい。
超高齢化や人手不足など、多くの課題を抱える社会において多くの皆さま
に認めていただける企業であり続けたいと考えています。

取締役会長 末島賢治



弊社について
会社名 株式会社ホームケアサービス山口

取締役会長 末島賢治

所在地 本社：
〒752-0928 山口県下関市長府才川一丁目35番21号
営業店・施設：
山口県内に12拠点、福岡県内に１拠点、広島県内に１拠点

設立年月日 昭和61年8月5日

従業員数 172名

事業内容 特定施設入居者生活介護事業、高齢者専用賃貸住宅
認知症対応共同生活介護、小規模多機能居宅介護
居宅介護支援事業・通所介護
介護保険福祉用具貸与事業、福祉機器・介護用品の販売
住宅改修、医療機器のレンタル・販売

関連会社 フランスベッド株式会社
フランスベッドホールディングス株式会社



弊社について
沿革

昭和61年 8月 フランスベッドメディカルサービス株と提携し、
㈱ホームケアサービス山口を8月5日に設立

10月 下関一の宮にて「ふれあいの輪下関店」をオープン、
全国ネットの福祉機器レンタルの山口県総代理店として当社下関店を開業。

平成元年 4月 小郡(現在の山口市)連絡事業所を開設。

平成8年 5月 本社を豊田町から山口市に移転、山口店オープン。

平成15年 6月 周南店をオープン。

平成16年 6月 岩国店をオープン。
9月 下関店を下関市一の宮から下関市長府中浜に移転。

平成17年12月 萩店をオープン。

平成18年10月 居宅・訪問介護事業‘楽’を周南市にオープン。

平成19年 5月 5月7日本店、下関店を山口県下関市長府才川一丁目35番21号に移転オープン。
洗浄メンテナンスシステムを導入し稼働。



弊社について
沿革

平成20年 9月 宇部店オープン。

平成22年 6月 岩国市にのんびり村今津、のんびり村通津オープン。 岩国店を今津町に移転。

平成23年 9月 下松市にのんびり村米川オープン。
11月 北九州市に北九州店オープン。

平成24年11月 下松市にのんびり村花岡オープン。
居宅・訪問介護事業所をのんびり村花岡へ移転。
周南店をのんびり村花岡へ移転。

平成26年10月 防府市に防府店オープン。

平成27年 5月 山陽小野田市にのんびり村厚狭開設。

平成28年 5月 広島県廿日市市に廿日市店オープン。

平成29年12月 オーストラリアに合弁会社「Nobel life PACIFIC Ptd Ltd」を設立。

令和 3年12月 株式譲渡によりフランスベッド株式会社の完全子会社
（フランスベッドホールディングス株式会社の孫会社）となる



弊社について
事業所 店舗 一覧



弊社について
事業所 店舗 一覧



ICT導入前の状況 引継ぎの様子



バイタル・ケース記録等の様子



のんびり村花岡・のんびり村通津
ICT導入機器紹介

・映像付きナースコールシステム
・見守りシステム
・見守りセンサー（離床・呼吸・心拍）
・介護記録ソフト



無線ナースコールシステムの導入

ワイヤレスのコールシステムのため呼
出は手元にあるボタンを押すだけで、
スマートフォンで居室の映像確認がで
きます。
自動的に映像+会話による通話ができ、

入居者の状態がリアルに分かるため、
駆けつける前に状況を判断でき、迅速
で効率的な行動を取ることができます。

カメラから入居者へ通話できるので、
過剰に居室に入らなくてもよくなりま
した。複数の入居者様から同時に呼出
があった際も、対応前に映像と会話に
て優先順位を確認したり、どのスタッ
フがどの入居者様を対応中なのかを共
有することができます。



見守りシステムの導入

タブレットの居室番号(入居者名等)をタップ
するとリモートで居室内の様子を見守ること
ができます。

ワンタッチ操作で次の居室に移ることができ
るため、居室数の多い施設でも効率的に見守
りが可能となりました。

また、スタッフの精神的・身体的負担が増す
夜間対応にも配慮されており、暗視機能にて、
居室ドアの開閉や照明をつけることなく、入
居者をさりげなく見守ることができます。



現場のナースコールシステム・見守りシステム活用の様子



見守りセンサーの導入

見守りセンサーを全入所
者ではなく、見取り時な
ど必要に応じて限定的に
導入



見守りセンサー活用



介護記録請求システムソフトの導入
持ち運び可能。食事量、水分量、入
浴、排せつ、配薬などの記録は一括
入力できる。
Bluetoothを経由した体温計・血圧
計・パルスオキシメーターを使用す
ることにより、バイタル測定を行う
ことは変わらないが記録転記が不要。



現場のバイタル測定・記録入力
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記録ソフト導入後の状況

ICT導入前の１日記録時間 ３時間１６分

ICT導入後の１日記録時間 ５３分

記録時間改善率 ７２.１％

引き継ぎ時間の廃止



施設にて新型コロナのクラスター発生時にも…

施設にて新型コロナのクラスター
発生時にも介護記録ソフトは大変
有効に活用できました。

タブレットが各階に一つ装備して
いたので、各階フロアをまたがな
くてもよく、感染をリスク軽減に
つながりました。
保健所から陽性者の体調を聞かれ
た際も、現場に行かずにも入居者
の状況記録の確認ができました。



リフト活用の様子

• 職員の腰痛予防対策

• 利用者の介助時の負担軽減



職員からの声
• バイタル測定を行うことは変わらないが、記録をしなくてもいいこと。また、グラフ化できること。
（バイタルグラフを作成しなくて良い）

• 引継ぎをしなくてもいい。（申し送り、ケース、連絡事項と使い分けができる）

• 入居者の引継ぎ、ケース等も入居者の別に閲覧できる。

• 引継ぎに対する職員確認も各職員の名前でチェック確認することができるので、職員が確認したか
どうか分かる。（全員が閲覧チェックすると連絡事項等が表示しなくなる）

• 食事量、水分量、入浴、排泄、配薬の記録は一括入力できる。

• 音声、手入力両方できるので、機械に苦手な方もできる。

• 月行事表等、勤務表、面会表も一覧できる。

• ヒヤリハット報告書もケースから記録を引き出すことができるので、２重に記録しなくてもいい。

• 受診時、入院時の入居者のケースの状況や記録が持ち出すことが出来るので、受診後の記録が不要。



ICT導入時の課題
のんびり村花岡では、無線ナースコールシス
テムとWi-Fiネットワークの納入業者が異なっ
たため、IPアドレスやアクセスポイントの設
定などに手間取り、余計な費用と正常運用ま
でに多大な日時を費やしてしまいました。
上記の件を踏まえ、のんびり村通津では、
ナースコールシステムとネットワークの導入
業者を同じにしましたので、スムーズに運用
ができました。
スマホ等の取り扱いに不慣れなスタッフも数
名いましたが、根気強く説明・指導を繰り返
し慣れてもらいました。



今後利用したい介護ロボット・ICT機器

移乗サポートロボット ｈｕｇ

扱いが難しいスリングシートを使用するこ
となくベッド⇔車いす⇔トイレなどへの移
乗ができるリフトです。

移乗回数の軽減、トイレ介助における負担
軽減、おむつ外しによる残存機能の維持を
進めたいと考えます。



今後利用したい介護ロボット・ICT機器
カコロ

3Dレーダーで居室での位置情報をリアルタイム表示
し、変化を検知するとスマートフォンに異常通知す
るため、より効率的・高次元のケアサポートを実現
します。
入居者の居室での動きや温度・湿度・照度なども自
動判定しスマホにリアルタイム表示するため、訪室
していなくても日頃から入居者を見守ることが可能
となります。
入居者からの呼出はもちろん日常の見守りから異常
通知まで一元管理が可能です。専用端末を複数台持
ち歩く必要はなく、スマホ1台に入居者の情報をまと
めることができるため、よりスムーズに行動するこ
とができます。



ICTを活用しての感想

例えば、導入した機器は、限定されたソフ
トでしか使用できないとなると、バリエー
ション（機器を選ぶ選択肢）が拡がりませ
ん。
今後、介護機器分野におけるIOT共通の規格
があると、異なる企業の製品も相互に連携
でき、自由に機器を選択できることは、よ
り一層のICT促進へつながるといいのではな
いでしょうか？



さいごに

福祉用具を取り扱う会社が運営している介護施設として、入所者様の自立の促進
や介護するスタッフの負担軽減につながる介護ロボット・ＩＣＴ機器を積極的に
活用し、入所者様にもスタッフにも「優しくて楽しい施設」が実現できるよう、
鋭意努力していく所存です。

ご清聴ありがとうございました。



ユニット型特養の業務課題解決
に向けた支援ロボッ トの実証

社会福祉法人 読売光と愛の事業団

（橋本政彦）

ソニーグループ株式会社

（袖山慶直、永仮智子）
1



目次（プレゼンテーションの構成）

１．はじめに

ユニット型特養の業務課題

２．介護士業務の現状把握

ロボットニーズ探索を目的としたタイムスタディ

３．施策ロボットの実証評価

特養利用者への受容性と提供価値の検証



はじめに ユニット型特養の業務課題
実証施設の紹介

特別養護老人ホーム
よみうりランド花ハウス

所在地：川崎市多摩区菅仙谷
開 所：2005年3月
構 成：1 階 デイサービス（定員50名）、地域包括支援センター

2～５階 全個室ユニット型160床（各フロア40床）
5階の1ユニット10床はショートステイ



はじめに ユニット型特養の業務課題
ユニット単位での介護職不足があり、様々な場面で課題が生じている。

介護場面例 課題となっている状況

全般 残業、ひとり対応、かけもち対応などが常態化しており身体的、精神的負担が大きい。

見守り 利用者個々の状態、環境に合わせてセンサーを用いているが、他の介助に入っている
とセンサー発報では間に合わないケースあり。

対応が重複すると、リビングの見守りが手薄になる時間が生じる。

移乗 重い入所者に対して体格差で介助できないケースもある。
2人介助は、他の入所者への対応が手薄になりリスクが生じる。

認知症対応 ご利用者が動き続けてしまうとかかりきりになってしまい、他の利用者に必要な対応
の時間が無くなってしまう。



はじめに ユニット型特養の業務課題
場面ごとの負担を軽減する支援機器はあるが。。

介護場面例 課題となっている状況 支援機器の効果
見守り 他の介助に入っているとセンサー発報では間に合

わないケースあり。
対応が重複すると、リビングの見守りが手薄にな
る時間が生じる。

体動の初期段階から感知して動き出す前から
発報する機器もあり、早めの対応は可能にな
るが、対応重複時のカバーまでは対応困難。

移乗 重い入所者に対して体格差で介助できないケース
もある。
2人介助は、他の入所者への対応が手薄になりリ
スクが生じる。

移乗用リフト、移乗支援ロボットなどで二人
介助を一人介助にすることはできる。全て一
人介助にできれば、人員配置の余裕になる。

認知症対応 ご利用者が動き続けてしまうとかかりきりになっ
てしまい、他の利用者に必要な対応の時間が無く
なってしまう。

一部のコミュニケーションロボット利用で動
きが収まるケースもあるが、多様なケースが
重複する場合の対応が難しい。

業務全体を通しての負担軽減を検討するためには、
業務時間全体を通しての詳細な業務時間の把握と

その業務時間を整理・再編できる機器の検討が重要。
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ロボットのニーズ探索を目的とした

特別養護老人ホームにおける介護士業務のタイムスタディ調査

本資料内情報の無断使用・複写・複製・転載不可
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② マニピュレータ視点のタイムスタディ調査

4. 調査結果
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② マニピュレーションタスクの結果・考察

5. まとめ
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はじめに
日本は超高齢化社会であり，介護福祉分野にお
ける職員の人手不足は深刻な問題である

出典：厚生労働省https://www.mhlw.go.jp/content/12004000/000804129.pdf

介護職員の業務分析と共に，マニピュレータ視点でのタイムスタディ調査により，
ニーズとシーズがマッチするロボットタスクの選定および設計要件を導くことをゴールとする．

ロボティクス技術の活用可能性を探る
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特別養護老人ホーム よみうりランド 花ハウス

神奈川県川崎市多摩区菅仙谷4－1－4
1ユニット10室

1フロア4ユニット

共有リビング

個室

2005年開所
1階：デイサービスセンター
2～5階：個室ユニットケア型入所施設
個室数：150
入所者：要介護度3以上

※図は花ハウスWebサイトより転載

実施第一回 早番
日時： 2019年11月25日月曜 7:30-16:30 
職員： 男性1名（9:00まで1.5人，9:00以降1人）
利用者： 女性8名 平均年齢90歳

実施第二回 遅番
日時： 2019年12月16日月曜 14:00-19:30 
職員： 男性1名（18:00まで1人，18:00以降1.5人）
利用者： 女性4名男性5名 平均年齢 不明

タイムスタディシート マニピュレーションタスクシート

2種類の調査票を作成
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時刻 No.

No. 業務タスク 場所
開始
時刻

終了
時刻

記録 業務のポイント　大事なこと 感じること

1

2

3

4

一般的なタイムスタディ調査票
業務分類と開始時刻，終了時刻，定性的な気づきを記入
それぞれに費やしている時間を分析

調査票１ 介護業務のタイムスタディ調査
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調査票2 マニピュレータ視点のタイムスタディ調査

時間帯： Page No.

No.
 業務
タスク

　場所 　対象物／対象者 　始点　　　　　　　　　 　終点　　　　　　　　　　　　　　　 　動作 試行数 重量(g)
 サイズ
(mm)

素材，色，
特徴

対話・記録

1

リビング
キッチン
居室
トイレ

小皿　スプーン
コップ　スイッチ
おしぼり　くすり

たな　ワゴン
カウンター
テーブル

かた
ひじ
こし
ひざ
ゆか

たな　ワゴン
カウンター
テーブル

かた
ひじ
こし
ひざ
ゆか

　おく　いれる　支える　ぬがせる
　傾けて　捨てる　押す　たべさせる
　重ねる　開ける　拭く　ねかせる

　

2

リビング
キッチン
居室
トイレ

小皿　スプーン
コップ　スイッチ
おしぼり　くすり

たな　ワゴン
カウンター
テーブル

かた
ひじ
こし
ひざ
ゆか

たな　ワゴン
カウンター
テーブル

かた
ひじ
こし
ひざ
ゆか

　おく　いれる　支える　ぬがせる
　傾けて　捨てる　押す　たべさせる
　重ねる　開ける　拭く　ねかせる

3

リビング
キッチン
居室
トイレ

小皿　スプーン
コップ　スイッチ
おしぼり　くすり

たな　ワゴン
カウンター
テーブル

かた
ひじ
こし
ひざ
ゆか

たな　ワゴン
カウンター
テーブル

かた
ひじ
こし
ひざ
ゆか

　おく　いれる　支える　ぬがせる
　傾けて　捨てる　押す　たべさせる
　重ねる　開ける　拭く　ねかせる

4

リビング
キッチン
居室
トイレ

小皿　スプーン
コップ　スイッチ
おしぼり　くすり

たな　ワゴン
カウンター
テーブル

かた
ひじ
こし
ひざ
ゆか

たな　ワゴン
カウンター
テーブル

かた
ひじ
こし
ひざ
ゆか

　おく　いれる　支える　ぬがせる
　傾けて　捨てる　押す　たべさせる
　重ねる　開ける　拭く　ねかせる

　
　

　

　 　 　 　 　 　
　 　 　 　
　 　 　 　

　
　

　

　 　 　 　 　 　
　 　 　 　
　 　 　 　

　
　

　

　 　 　 　 　 　
　 　 　 　
　 　 　 　

対象物 場所情報 動作 物性

Point: 高さ情報は，床ひざこしひじかたの粒度のゲージに線を引く

Point: X-Y位置については正方形に大まかにプロット

マニピュレーション動作と，その前後の物体位置情報の変化を記述できるシートを作成

Point: 高頻度で出現が予想される項目
については予めシートに記載

Point:場所情報は予め地図を作成し
割り当てた記号を記載

Point: 連続動作については動きの項目
に複数記入しフローを作成

F
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排泄，水分補給，申し送りの順で業務にかかる時間が長い

127 
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45 
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52 
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業務タスク内訳（分）

排泄

16%

水分補給

10%

申し送り

7%

配膳

7%
清掃

6%
洗い

5%

つめきり

5%

下膳

5%くすり

4%

起床

4%

記録

4%

見守り

4%

客対応

3%

食事介助

3%

情報共有

3%

口腔ケア

3%
休憩

3%

睡眠

2%
その他

7%

業務タスク内訳（％）

業務分析結果 早番＋遅番（13.5時間）
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職員の見守り不在時間の実態 早番＋遅番（13.5時間）

• 全体の49%の時間は職員不在時間．
• 職員不在時に不安になって，立ち上がってしまったり，怒ってしまったり，

悲しくなってしまう利用者が見られた．（事故につながる可能性がある）
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個室ユニット型（新型）特別養護老人ホームの課題とニーズ

職員数不足を起因とした，職員のリビング不在時における「利用者の不安定化」に課題がある
ニーズ：「利用者の不安定化を防ぎたい」

見守り

介護業務の基本の成り立ち

排泄 食事 配膳 …

個別の介護のケア

ここが崩れると，
個別の介護のケアも

十分にできない

見守りが手薄になると
利用者が不安定化する
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業務の自動化で時間削減

7:30 8:30 14:30 15:3013:3012:3011:3010:309:30

朝食 朝礼薬 睡眠
水分
補給

口腔
ケア

排泄 起床 昼食 薬
口腔
ケア

排泄 休憩
水分
補給

排泄
申し
送り

申し
送り

薬
水分
補給 睡眠

見守りの自動化で不安定化と事故の防止職員不在時間

アプローチ１
利用者の見守りを自動化し，

不在時の不安定化を防ぐ

アプローチ２

職員の業務を自動化し，

リビング不在時間を削減する

施設長「利用者が安定していることが，ある意味いちばんの効率化である」
「利用者の不安定化を防ぎたい」というニーズを，2つのアプローチで探る

「利用者の不安定化を防ぎたい」を叶えるために
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put

42%

push

14%

rotate

14%

pull

7%

support

5%

translate

4%

deform

4%

wipe

4%

release

3%
scoop

2%
hand over

1% receive

0%

マニピュレーションタスク調査結果 早番＋遅番（13.5時間）

1356

466 441

213 156 138 124 122 99 57 33 3

タスクの種類と内訳
総試行数：3286 動作の種類：59（内介助周辺44，直接介護15）

• プリミティブタスク内訳
全12種抽出
「put」が最も多く42%．業務時間の長い水分補給，配膳タスクでメインに使われた．

上位２種で
５０％以上
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お皿

16%

コップ

13%

カトラリー

9%

ボタン，スイッチ

7%

おしぼり・ふきん

7%

ドア・とびら

6%

小分け袋

5%

お盆

5%プラスチックケース

3%

つめきり

2%

車椅子

2%

牛乳パック

1%

やかん

1%

スポンジ

1%

食品

1%

椅子

1%

ゼリーふた

1%

除菌アルコール

1%

バケツ

1%

ティッシュ

1% カード

1%

カーテン

1%

洋服

1%

その他

14%

対象物の種類と内訳
対象物の種類：211，多種多様
皿やコップ，カトラリーの登場頻度が多い

• 対象物の形状，重量，材質
直径の範囲：65～150mm 重量の範囲：20～292g
形状：平面やテーパード 色：不透明，白色 材料：樹脂 の物が多い

マニピュレーションタスク調査結果 早番＋遅番（13.5時間）
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上位5種で
５０％以上 多種多様
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環境情報の種類と内訳
利用者のテーブル（高さ66cm），キッチンテーブル（67.5cm）の
使用頻度が高い（計1031回）

• 環境情報の寸法
高さ：66～88mm 幅：77～87mm 奥行：50～90mm の頻度が高い

• 環境情報 操作物体の種類と操作力
スライドドア，開き扉，蛇口レバーが多く，引く力：8～40N，押す力：5～14N

使用回数（始点＋終点）
542 

489 

412 

310 

209 
167 148 

91 78 75 66 51 

255 

マニピュレーションタスク調査結果 早番＋遅番（13.5時間）
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物体 環境 動作

総取得データ数 2742回 2893回 3286回

種類 211種 31種 59種

全体の半数を超える
高頻度な要素

皿,コップ,カトラリー,
ボタン・スイッチ,
おしぼりで52%

利用者テーブルとキッ
チンテーブル,キッチ
ン作業台で50%

Put, pushで56%

物体，環境，動作すべてにおいて多種多様．数種類の要素が全体の半数を占めている．

介護士1名
早番＋遅番（延べ13.5時間）

マニピュレーションタスク調査結果のまとめ・考察
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• 介護職員の業務内容と時間に関する定量分析を実施した．
• 「利用者の不安定化を防ぐこと」にニーズがあることがわかった．

• マニピュレーションタスクの内容（対象物と対象環境，移動の前後関係位置情報）と頻度
についての定量分析を実施した．

• 物体，環境，動作について，「非常に多種多様でありながら，数種類の要素が全体の半
数以上を占める」ことがわかった．

• 上記結果を用いて，介護業務タスクをロボットで実行する際に必要となる，ロボットの身体性や，
ハンドの設計要件を導出することが可能である．

• そして，ロボットシステムを設計開発し，
介護施設での利用者を対象に行った「見守りアプリケーション」に関する実証実験について，
次の発表にて報告する．

まとめ
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子供型/能動見守り介護ロボットの
特別養護老人ホーム利用者への受容性と提供価値検証

本資料内情報の無断使用・複写・複製・転載不可
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課題 職員数の不足
利用者のQOL向上が十分できない

対象 介護施設 施設長と運営事業者
施設数 24,262
定員数 1,185,914

職員のリビング不在時に，「利用者が精神的に不安定化しやすい」

令和2年度厚労省統計資料より
特養ホームと有料老人ホームの合計値

課題がある

51%

どちらかというと

課題がある

46%

あなたは介護施設を経営・運営する上で

入所者のQOL向上に関する課題があると思いますか

97%の施設がQOL向上の課題を抱えている

介護用ロボット 課題に関するアンケート結果より（自社調査）
調査対象：全国個室ユニット型施設推進協議会 会員施設
回答数：35施設 調査期間：2022年6月23日～7月7日

はじめに
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業務タスクを50種リストアップし，ニーズシーズマッチングを行った

アプリケーションリスト評価 in 2020.2.7
現場ニーズ

（Max10）
アプリ1（見守りアプリケーション） アプリ2（対物マニピュレーション含む） アプリ3(対人マニピュレーション含む)

10 朝見守り 夜見守り 深夜見守り
バイタル計測 家族との電話 体操

排泄片付け
排泄介助，入浴介助，食事介助

移乗介助，(直接介助関連)

9 昼見守り 散歩の付き添い，体重計測

8 歌 花レク ペーパークラフト
ハンドマッサージ 笑顔の写真撮影

排泄準備，配茶（人不在時），
食洗器セット，食器洗い

配茶（人在時），食事配膳，食事下膳

6 あみもの 着せ替えレク 絵手紙
おしぼり配り，おやつ配り，

お茶下膳，おやつ下膳，机拭き，お茶づくり
（人不在時の実施が可能）

移乗補助

5 飲み物や食事のオーダー

要
求
性
能

信頼性
（成功率） 80%程度でも許容される ９９.9％

（職員の工数を増やさずリカバリーできる事）
100%．重大な失敗は許されない．

動作（作業）
速度 人の3～10倍低速度 人の2倍低速度

（人の動線を塞ぐ等で邪魔にならなければ良い）
人と同等の速度

（人不在時でも，業務上作業時間がシビア）

要求
安全性 比較的低い 高い 非常に高い

ロボットに安心して
任せられると思えない

（主任介護士）



HANAMOFLOR PJ Yoshinao Sodeyama P.24

リスト評価より選定したアプリについてストーリーボード化．要求設計仕様を決定

ストーリーボードによるPoC 2020.3.27実施
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「子供型/能動見守り介護ロボット」
身長：83cm   体重:23kg

共有リビングにおける個別レクリエーションを自動で行う介護サービス
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機能： 「リビングでの個別レクを自動でお届けできます。」

レクは，「歌（お話とクイズ等含む）」「体温計測」「（時間を決めた）ご家族との電話」 から選べます

ロボットのスケジュール確認（対象者，時間，アプリ内容）をしていただくだけで，全て（充電も）自動です

提供価値： 利用者のQOL向上

A
B

C D E F

G

①タブレットでロボットの個別レクをスケジューリングします．
「誰に，何のレクを，何時に実施するか」を選択して下さい． ②スケジュールに合わせて，ロボットが自動でリビング内を移動し，個別のレクリエーションを実施します
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実現課題
認知症のある方（未知の物事への不安が強い方）に対して

・怖がられずに近づけるか？ ・内容が伝わるか？

解決手段
・記憶から消えていない「可愛い子供の姿と声」として設計
・介護技術ユマニチュードのアプローチとシナリオ進行制御

P0

P3

P2

P1

＜ユマニチュードのアプローチ＞
１．少しずつ近づき，声をかけます．
２．顔を覗き込んで，眼を合わせてお話します．
３．お話の内容も，挨拶から，少しずつ

本題へ近づけていきます．

受容性を高める発明について，意匠６件，特許4件を出願済み
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花ハウス利用者個別PoC操縦プラン

目的：利用者を対象としたロボットの受容性と価値の検証

場所：特別養護老人ホーム よみうりランド花ハウス

地域交流室

実施日時 ： 2021．11．16 １0:00-12:30

2021．12．22 10:00-11:30

対象者：同一ユニットの施設利用者 ５名 (男１女4)

条件：オペレータ2名(袖山，永仮)による監視と操縦
顔認識とトラッキング（眼球と首2軸制御）は自律的に動作

評価：介護士が利用者を観察し，結果を評価シートへ記入及びインタビュー

所要経過時間 対象者1人当たりに実施する内容

00：００- 職員による紹介

00：05- おうた

00：15- おねつ

00：20- でんわ

00:30- インタビュー， 評価シート記入

利用者を対象とした，ロボットとアプリに対する受容性と価値を検証するPoCを行った
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Nursing Robot - YouTube

https://www.youtube.com/watch?v=C71xX9_Tmxw
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花ハウス利用者個別PoC操縦プラン 結果

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
性能

使いやすさ

スタッフ

経営体制

導入コスト

運用コスト

適用範囲

メリット

PoC2.1.2  2021.12.22実施

アプリ毎の評価結果比較

PoC2.1.2 2021.12.22 Xeri-S おねつ
PoC2.1.2 2021.12.22 Xeri-S でんわ
PoC2.1.2 2021.12.22 Xeri-S おうた

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
怖くない

分かりやすい

喜んで使いたい

ニーズに応える

落ち着ける

QOL上がる

AT-ATエンドユーザ評価結果

ユーザタイプ２平均

おねつタイプ別平均タイプ2
でんわタイプ別平均タイプ2
おうたタイプ別平均タイプ2

被験者である，特養ホーム利用者５名について職員によるAT-AT評価，職員インタビューを実施

「怖くない」を全てのユーザが高評価（4以上），本システムの受容性の高さを実証した
「QOL上がる」「喜んで使いたい」が高評価（4以上），アプリケーションの価値についても実証した

「普段は歌ったりすることのなかった，認知症（中等から重度）のある方が，
はじめて目にしたロボットのことを認知して，「話をし，歌を一緒に歌えた」のは本当に驚くべき結果．

この子供の姿をしたロボットの受容性が，如何に高く実現できたかを示している．」（介護主任）

ATAT 評価シートカテゴリー 項目 質問
この機器の性能は期待通りの性能か
必要に応じていつでも問題なく使えるか
この機器は簡単で便利に使えそうか
この機器の使い方はわかりやすいか
安心して使えますか（実現性）
実際に現場で使えそうですか
この機器によって、職員の労働環境が改善するか
スタッフはこの機器を使用したいと思うか
管理者や経営者はスタッフがこの機器を利用するためのサポート体制を準備できるか
この機器は現在の組織体制を変更せず利用出来るか
この機器は勉強や講習等の準備なしで使えるか
この機器は改装工事や他の設備の購入なしで使えるか
この機器は業務時間削減など仕事上の効率向上になるか
この機器は現状の業務を減らす、または使用中の設備の代わりになるか
対象者はこの機器を使いたいと思いそうですか？喜んでもらえそうですか？
この機器は対象者のニーズにこたえられそうですか？
この機器の利用によって対象者は落ち着きそうですか？
この機器によって、対象者の生活の質が向上しそうか？

経済性
導入コスト

運用コスト

ユーザ
適用範囲

メリット

機器

 性能

使いやすさ

福祉事業者
スタッフ

経営体制
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花ハウス利用者個別PoC面会室自律制御プラン

目的：利用者を対象とした，ロボットの自律運用時の

受容性と価値の検証

場所：特別養護老人ホームよみうりランド花ハウス

地域交流室

実施日時 ： 2022．7．26 １0:00-11:30

対象者：同一ユニットの施設利用者 2名 (女2)

12月の操縦版PoCと同じ方

条件：移動及びシナリオ進行も自律的に動作

オペレータ2名(袖山，太田)による監視と必要に応じて介入
操縦プラン実施時と，操縦か自律かのみが変更点で他は全て同条件

評価：介護士が利用者を観察し，結果を評価シートへ記入及びインタビュー

所要経過時間 対象者1人当たりに実施する内容

00：００- 対象者A 入室及び着席 職員による紹介

00：05- アプリケーション おねつ

00：２０- 対象者B 入室及び着席 職員による紹介

00：２５- アプリケーション おうた

00:４０- 職員インタビュー， 評価シート記入

自律制御版での，ロボットとアプリケーションに対する受容性と価値を検証する実証実験を行った
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自律版でも操縦版と同等以上の受容性と価値が得られることを実証した
対話進行やコンテンツ内容についても高評価

花ハウス利用者 個別PoC面会室自律制御プラン 結果 2022.07.26

・細かいトラブルを改善できれば、「操縦のときと遜色ないですね」と、施設長より合格を頂いた．
介護士によるATAT評価結果も，自律の方が高評価．

・進行の間や，繰返し尋ねるところも，所要時間が長いが，相手の反応を待つ個別対応になっており好評価．

ATATによる全体評価結果の変化
（歌アプリ）介護士回答

受容性と価値評価結果の変化
（ユーザC）介護士回答

ユーザは7か月前にロボットと会ったことを覚えていてくれていた．
「嬉し過ぎて涙がでちゃいそうになりました．」と，喜んでいただけた．
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1F 2F 3F 4F 5F

1M 2M 3M 4M 5M

Female

Male

Main Target Users
現状のコンセプトでも高い価値が
出せる 最も人数が多いユーザ層

特別養護老人ホーム利用者のボリューム層であり，評価も高い，
中等，中等～重度の認知症者を主なターゲット

利用者PoC ユーザ個別結果の全体分析

ユーザタイプを，認知症の度合い（5段階と定義）と性別でマッピングし結果を分析

Severe dementiaMild dementia

PoC2.1.1-2
花ハウス

面会室 操縦
結果

PoC３.0 
花ハウス

面会室 自律
結果
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まとめ

• 花ハウスとのニーズシーズマッチングにより，
アプリケーション評価，ストーリーボード評価を行い，実機の設計仕様を決定した．

• 受容性を高められると仮説した実験機を試作し，介護施設利用者向けPoCを実施した．

• n数はまだ少ないが，認知症を伴う高齢者から，高い受容性と価値が得られる事を確認した．

FUTURE WORKS
• 今後は，実環境である共有リビングにおいて，長期的なPoCを推進する．

継続使用による結果の変化，利用者の状態の変化，職員業務への影響の有無を確認する．

• PoCにご協力いただける介護施設数を増やして，価値の蓋然性を検証していきたい．



おわりに 実証機会をさらに増やして実用性強化

実際に有効な支援機器とするため、支援メニュー拡大と環境適応力を強化

■支援メニュー拡大
レク・メニューを拡大し、対応できる利用者の状態像を広げる。
様々な間接業務がある中で、代替できる機能を拡張。

■環境適応力を強化
様々な施設環境でも稼働できる適応力を広げる。
施設毎に異なる業務の流れに合わせて稼働プログラムを調整可能とする。

考え方に賛同し、実証機会を提供していただける施設を募っています。
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「おじいちゃんと，おばあちゃんのこと，みんな大事に思ってるよ」を伝えたい

Thank you for your attention



福祉用具導入による費用対効果

社会福祉法人 なごや福祉施設協会

特別養護老人ホーム なごやかハウス滝ノ水

副施設長 濵田 信

令和４年１1月17日 介護ロボット等活用ミーティング

施設中間管理職の立場から



なごや福祉施設協会は、平成5年に名古
屋市と市社会福祉協議会の共同出資で設
立された社会福祉法人です。当法人は、名
古屋市内に特別養護老人ホームを12施設
運営しており、その他に短期入所生活介護
や通所介護等の事業を運営しています。



2018年3月 中長期経営計画の策定

Ⅰ ご利用者の人格の尊重と自立支援に向けた介護

Ⅱ 中長期的な視点に立った経営基盤の確立

Ⅲ 人材の確保・育成及び定着

Ⅳ 地域貢献の推進と地域との連携促進

Ⅴ 透明性の高い事業運営及び積極的な情報の発信



ご利用者の人権の尊重と自立支援に向けた介護

1 個別ケアの推進

2 根拠に基づく自立支援介護の推進

3 ノーリフティングケアの導入とICT等の効果的活用に

よる先進的介護の導入検討

4 職員の意識改革

２０２７年度には「優れた専門性に基づく高品質な介護」の確立



なごやかハウス滝ノ水で導入した介護ロボット等

1 記録ソフト「WISEMAN」

2 装着型移乗介助ロボット 「HAL CB-2」

3 臥床状況見守りセンサー 「aams」

4 インカム 「iCOM BC-161」

5 天井走行式リフト 「マキシスカイ2」

6 床走行式リフト 「いうら EL-580」

7 スタンディングリフト 「スマイル Cタイプ」









ノーリフティングケア



導入前の相談先

1 福祉用具・介護ロボット実用化支援事業

介護ロボット普及モデル事業 (なごや福祉用具プラザ)

2 介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム

相談窓口 (国立長寿医療研究センター、藤田医科大学)

3 「ウエルフェア」など福祉機器展示会への参加

4 メーカーデモ機の活用

5 1法人複数施設のスケールメリットを活かす



導入前検討

○なぜ、どこに、介護ロボットを導入するのか？

☞導入目的の明確化

☞介護現場職員の主体性

☞コスト面での検討（費用対効果をどう考えるか）



導入前検討 (失敗例から)

☞現場職員への説明不足感、導入目的が不明確？

(施設管理者からのトップダウン式導入でなかったか？)

☞1法人複数施設ならではの職員異動

(リーダー職員の異動による停滞感)

☞利用者を選ぶ機器なのか

(機器の禁忌事項や機器のサイズ感、フィット感）

☞季節・時間・場所に左右されるか

☞重量への対応

☞メーカー、販売店のアフターフォロー不足



導入の目的

○少子高齢化、生産年齢人口の減少への対応

☞外国人労働者

☞アクティブシニア、生活困窮者自立支援制度

（介護補助職員の採用）

☞介護ロボットは介護職員の代わりとなり得るのか

(見守りセンサーで夜勤職員の配置減の可能性？)

○介護現場における生産性と介護施設における職員配置基準へ
の対応

☞3対1を4対1へ？介護現場は職員配置基準の緩和を歓迎す
るのか？



導入の目的

○効果測定

☞これまでの効果測定は、使用する職員及びご利用者の身
体的・精神的負担に対する効果測定が中心。（職員の離職予
防にも効果的といえる）

☞生産性の追求。介護現場にその概念はあるのか？

○その他の効果

☞求人採用活動での法人案内紙に活用

☞養成校での紹介や実習生へのPR

☞地域住民への介護講座等での紹介（施設利用者の獲得）



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正職員採用案内 

≫わたしたちの施設「なごやかハウス」の特徴★ 

2023 卒 

 なごや福祉施設協会では、「介護」を通して、ご利用者やご家族、地域の方々、職員、私たちに関

わるすべての方が幸せを感じていただけるよう、日々の運営に努めています。 

そんな「介護」を通して、少しでも多く笑顔を増やしたいと共感し、一緒に働いて下さる職員を募

集します。 

◎未経験でも安心！マンツーマンで丁寧にお教えします！ 

◎ＩＣＴの導入やノーリフティングケアを実践で働き方改善！ 

◎福利厚生も充実で、長く働き続けられる！ 

◎名古屋市内最大級の社会福祉法人だから安心！ 

１ 

２ 

３ 

４ 

【連絡先】 法人本部事務局（採用）   052-842-5531 

名古屋市昭和区紅梅町 3-3 円昭ビル 3Ｆ   御器所駅 徒歩 1 分 

名古屋市内における保健福祉の向上を目指し、特養を始めとするさまざまな高齢者福祉事業を行っています。 

URL https://nagoyaka.or.jp 

≫≫応募について 

試験は随時、本部事務局にて行います。（応募頂いた方から日程調整） 

個別面接のみ。詳細は、募集要項をご覧下さい。 

募集職種 ： 介護職員 

あなたのペースに合わせて、先輩職員がしっかり付いてマンツーマン指導。 

充実の研修制度で、介護福祉士取得のための試験対策や講座もサポート。 

また、キャリアアップ制度で生活相談員やリーダー職、管理職への道もあります。 

勤務場所 ： 名古屋市内の特別養護老人ホーム等 

名古屋市と名古屋市社会福祉協議会が共同で設立。市内に特養を始め、デイサー

ビスやケアハウス、居宅介護支援事業所、喀痰吸引研修事業など 24 か所運営し

ており、 従業員も 1000 人以上の大きな法人で安定経営しています。 

ご利用者が元気に長くお過ごしいただけるよう『自立支援介護』を推進しており、「お

むつゼロ」の取り組みや「介護ロボット・ＩＣＴ」を積極的に導入。ご利用者や職員の身体

の負担を減らす「ノーリフティングケア」も実践しています。 

所定の年間休日にプラスし、夏休みや特別休暇、採用日より付与の有給休暇制度あり。 

夜勤明けの翌日は必ず休みで、夜勤手当もしっかり支給。育休や退職金制度充実。 

映画・観劇・野球チケット・ホテルビュッフェや旅行・医療費の補助制度などあります。  

なごや福祉施設協会 

Instagram 

先生方もお問い合わせはお気軽にどうぞ 

 

高校生向け案内 

人の幸せをお手伝いする仕事 



【成果と評価 (2019年老施協実践研究発表)】

(１) 体の動きに合わせてHALを使用できているか

(正しく使用できていない0 ～ 使用できている5)

導入時平均 2.2P

３ヶ月後平均 2.4P 0.2P改善

6ヶ月後平均 2.8P 0.4P改善

(２)退勤時の腰痛の有無 (痛みがない0 ～ 痛みが強い5)

導入時平均 3.1P

３ヶ月後平均 2.7P 0.3P改善

６ヶ月後平均 2.9P 0.2Pダウン※

※この半年間でHAL®未使用者が2名腰痛を発症したためと推察される。



現在検討中の機器導入

○とろみ自動調理サーバー機の導入検討

☞メーカー試算では、40分/日、20時間/月の業務時間削
減となるため介護現場は導入希望強いが、月15,700円のコ
ストをどう考えるか？ 20時間/月分の非常勤職員人件費を
機器導入に転換する？

☞介護現場職員も導入検討会に出席させて、コスト意識を
意識させる



【まとめ (2019年老施協実践研究発表)】

なぜ介護ロットを導入するのか、(HAL®であれば介護職員の腰痛予防)
導入の目的を明確化し、導入に対する職員の抵抗感の解消に努める。

⇒例) 介護ロボットを使用すること自体を目的としない

介護現場で中心となって介護ロボットの使用を推進していくリーダー
を決める。

⇒例) ノーリフティングケア推進委員

介護ロボットの使用時間をルーティン化する。なるべく多くの職員が
関わる時間が良い。

⇒例) 業務分担表への使用時間の明記

外部のステークホルダーとの連携を図る。

⇒例) メーカー、代理店、なごや福祉用具プラザ



【今後の課題 (2019年老施協実践研究発表)】

介護ロボットは、まだ発展途上にあるため、必ずメリット
とデメリットの両方がある。

更なる進化に向け、デメリットについては施設内で検討し、
改善案を作成して、メーカーや代理店に提案できる発信力
を身に付ける必要がある。

将来、更に介護ロボットが普及することが確実視される中、
メーカーや代理店等のステークホルダーと協力して介護ロ
ボットの品質向上を提案できる福祉専門職を目指す必要が
ある。



【まとめ】

○介護ロボット等導入について、施設管理者からのトップダ
ウン式から現場職員主導・提案型に

○現場職員にコスト意識も学習させる

○介護現場の生産性への意識づけ

○先発機器と同系統後発機器のコスト面での検討

○介護ロボットユーザーである施設職員の発想力・援助技術
の向上（アウトリーチ、ネットワーキング、コーディネー
ション、ネゴシエーション、ファシリテーション、プレゼン
テーション、ソーシャルアクション）

○生産年齢人口減少に対応できる、介護職員の代わりとなり
うる介護ロボットの出現待ち？



★ご意見・お問合せ★

社会福祉法人なごや福祉施設協会

なごやかハウス滝ノ水
TEL ０５２-８９５-７６７１

FAX ０５２-８９５-７６７３

MAIL taki-sub@nagoyaka.or.jp



ご清聴ありがとうございました。
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テクノロジー活用による
科学的介護の実践と経営効果

株式会社日本総合研究所
リサーチ・コンサルティング部門
高齢社会イノベーション グループ

紀伊 信之

介護ロボット等活用ミーティング
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自己紹介

紀伊 信之
㈱日本総合研究所 リサーチ・コンサルティング部門 高齢社会イノベーショングループ 部長

■注力テーマ：シニア・介護・リハビリテーション

■最近の主なプロジェクト実績（介護テクノロジー関連）
・全国老施協版介護ICT導入モデル事業（全国老施協）
・ロボット介護機器の開発重点分野の見直しに関する調査（AMED）
・福祉用具開発事業の方向性に関する調査（経済産業省）
・経営面での介護ロボットの導入効果の実態調査研究（厚労省）
・カメラタイプ見守り機器の効果的な活用に向けた調査研究（厚労省）
・バイタルセンシングシステムの在宅分野への展開戦略（メーカー）
・AI×介護分野の新規事業開発（ＩＣＴベンダー）
・リハビリ支援機器のマーケティング戦略（メーカー）
・介護ロボットのチャネル戦略（電機メーカー）
・ロボット車いすの介護分野市場調査（電機メーカー）
・宅内IoTの介護分野への展開戦略（インフラ）
・ICT/IoTによるケアマネジメント支援システムの開発（メーカー）
・介護・ヘルスケア分野のR&D戦略策定（電機メーカー）

月刊老施協 連載
「ケアの質を上げる ロボット・ICT活用」
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介護ロボット機器別の導入率

• 施設系（入所）および居住系では「見守り・コミュニケーション（施設型）」の導入率が比較的高く、
介護老人福祉施設では20.3%と最も高い。

• 訪問系では、訪問入浴介護において「移乗介助（装着型）」の導入率が11.8%、定期巡回・随時対応型訪問
介護看護において「見守り・コミュニケーション（施設型）」の導入率が6.1%と比較的高い。

回答事業

所数

移乗介助

(装着型)

移乗介助

(非装着

型)

移動支援

(屋外型)

移動支援

(屋内型)

移動支援

(装着型)

排泄支援

(排泄物処

理)

排泄支援

(トイレ誘

導)

排泄支援

(動作支

援)

見守り・コ

ミュニケー

ション(施

設)

見守り・コ

ミュニケー

ション(住

宅型)

見守り・コ

ミュニケー

ション(生

活支援)

入浴支援
介護業務

支援

訪問介護 1,930 0.6 0.2 0.2 0.1 - - - 0.1 0.5 0.2 0.2 0.6 0.5

訪問入浴介護 34 11.8 - - - 2.9 - - - - - - - -

訪問看護 735 - 0.1 - - - 0.1 0.1 0.1 0.3 0.4 0.1 0.3 -

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 33 3.0 - - - - 3.0 - - 6.1 3.0 - - 3.0

短期入所生活介護 113 2.7 - - - - - - - 8.0 - - 1.8 -

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 143 4.2 2.1 - 1.4 - 0.7 - - 14.0 - 2.1 5.6 4.2

介護老人福祉施設 843 6.3 4.7 0.4 0.8 0.4 0.5 0.9 0.2 20.3 0.2 2.5 7.5 5.1

介護老人保健施設 331 4.2 1.5 - 0.6 - 0.6 - - 13.0 0.6 2.7 3.6 1.8

介護医療院（介護療養型医療施設） 42 4.8 - - - - - - - 4.8 - 2.4 2.4 -

通所介護 1,294 1.0 0.5 0.4 0.5 0.1 0.1 0.1 0.1 0.9 0.4 0.4 2.0 1.1

通所リハビリテーション 173 1.2 - 0.6 0.6 - - - - 1.2 - - 1.2 1.2

地域密着型通所介護 1,177 0.4 0.1 0.5 0.3 - 0.2 0.1 0.1 0.5 0.1 0.3 1.1 1.2

認知症対応型通所介護 70 - - - - - - - - - - 1.4 - -

小規模多機能型居宅介護 218 1.4 0.9 0.5 - - - - - 5.0 0.5 0.9 2.8 2.8

看護小規模多機能型居宅介護 31 3.2 - - - - - - - - - - - 3.2

特定施設入居者生活介護 210 1.9 - - 0.5 - - - - 9.0 - 1.0 2.9 1.9

認知症対応型共同生活介護 675 1.2 0.6 0.1 0.4 0.1 0.1 - - 3.9 - 0.6 1.5 0.7

地域密着型特定施設入居者生活介護 35 5.7 2.9 - - - - - - 5.7 - - 2.9 -

居宅介護支援 居宅介護支援 763 0.1 0.1 0.1 - - - - - 0.1 - - 0.1 0.4

施設系

（入所型）

施設系

（通所型）

居住系

主とする介

護サービス

の種類別

令和2年度介護労働実態調査（％）

訪問系

出典）公益財団法人介護労働安定センター「令和2年介護労働実態調査」



Copyright (C) 2022 The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.
3

介護ロボット機器の導入や利用における課題

• 全業種ともに、導入コストが課題のトップ（60.5%）

• 次いで多いのが、「投資に見合うだけの効果がない」というもの（40%）

出典）公益財団法人介護労働安定センター「令和2年介護労働実態調査」

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

導入コストが高い

投資に見合うだけの効果がない（事業規模から考えて必要ない）

誤作動の不安がある

技術的に使いこなせるか心配である

設置や保管等に場所をとられてしまう

清掃や消耗品管理などの維持管理が大変である

どのような介護ロボットやICT機器・介護ソフトがあるかわからない

ケアに介護ロボットを活用することに

違和感を覚える

介護現場の実態に違う介護ロボットやＩＣＴ機器がない、現場の役に立つものがない

その他

課題・問題は特にない

無回答

全体 訪問系 施設系（入所型） 施設系（通所型）
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ICT機器の導入や利用における課題

• 全業種ともに、導入コストが課題のトップ（54.8%）

• 次いで多いのが、「技術的に使いこなせるか心配である」というもの（35%）

出典）公益財団法人介護労働安定センター「令和2年介護労働実態調査」

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

導入コストが高い

技術的に使いこなせるか心配である

どのような介護ロボットやICT機器・介護ソフトがあるかわからない

投資に見合うだけの効果がない

（事業規模から考えて必要ない）

誤作動の不安がある

清掃や消耗品管理などの維持管理が

大変である

介護現場の実態に違う介護ロボットやＩＣＴ機器がない、現場の役に立つものがない

設置や保管等に場所をとられてしまう

ケアに介護ロボットを活用することに

違和感を覚える

その他

課題・問題は特にない

無回答

全体 訪問系 施設系（入所型） 施設系（通所型）
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全国老施協ICTモデル事業

• 全国８施設の特養に対して、導入施設の業務実態・ニーズに基づき、最適なICT機器の導入を支援するとともに、
機器導入によって得られる効果検証の在り方をデザインし、実際に検証した。

Phase.4
効果検証まとめ

Phase.3
導入・定着

Phase.2
導入機器の比較・選定

Phase.1
現状把握～導入方針検討

R3年12月～R4年1月 R4年2月～3月 R4年3月～7月 R4年8月

導入前タイムスタディ 導入後タイムスタディ＋定量調査

R4年2月～3月 R4年7月～8月
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導入による効果の例 個別ケアの促進（１）

• 定時での排泄介助から、見守り機器のデータを活かし、個々人のリズムや覚醒状況に応じた排泄ケアへ。
結果として、おむつ漏れ・おむつ外しの回数減。

当日投影スライドにてご紹介
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導入による効果の例 個別ケアの促進（２）

• 見守り機器での睡眠状態のデータにより、仮説⇒検証型でケアの見直しを行い、
複数の入居者の生活リズム改善が実現された。

当日投影スライドにてご紹介
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導入による効果の例 記録の質・量の向上

当日投影スライドにてご紹介
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「効果」の最大化に向けて ①目的にあった機器を選ぶ

導入機器 導入の主目的 機器選定の決め手

眠りSCAN 覚醒状態に応じた起床介助、
夜間排泄介助を実施

覚醒通知機能

入居者の状況に応じたケア 起き上がり検知機能

ライフレンズ＋aamsセンサー
の組合せ

夜間帯の業務負担の軽減を
図りつつ、転倒事故等の防止

タイムリーな離床検知

入居者の状況に応じたケア バイタル把握の正確さ
アラート設定のしやすさ
ネオスケアとの連携

ネオスケア
（眠りSCAN導入済み）

優先度を考慮した夜間訪室を
行うことによる職員の負担の軽減

プライバシー配慮の
シルエット映像確認

ケアコムAI見守りカメラ
（眠りSCAN導入済み）

優先度を考慮した夜間訪室を
行うことによる職員の負担軽減

離床センサー並みの精度
ナースコールと同じスマホ
での映像確認

ココヘルパVP＋まもる~の 夜勤業務の効率化・負担軽減
→日中ケアの充実化

プライバシー配慮
＝アラートやナースコール時
のみに映像を確認

• 介護テクノロジーで何を実現したいのか、「目的」に応じて最適な機器は異なる。
• 目的に合致した機器を選定することが重要。
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「効果」の最大化に向けて ②オペレーションやケアを変える

当日投影スライドにてご紹介

• 単に機器を導入するだけでは、効果は出ない。オペレーションやケアを変えて初めて効果が出る。
• オペレーション変更も一度で終わるものではなく、試行錯誤のPDCAが重要。
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A. リアルタイムの
状況把握

B.通知・アラート
C.生活リズム
（睡眠等）

D.バイタルデータ
（呼吸・心拍日誌）

活
用
段
階

Ⅴ
施設内で
活用が徹底
されている

リアルタイム情報に基づく、
排泄・起床介助等が
施設内で徹底されている

必要な入居者に対して
最適な通知段階およびタ
イミングが設定されており、
通知に応じたケアが施設
内で徹底されている

生活リズムを多職種で
定期的に確認し、ケアの
改善に活かしている

バイタルデータを多職種で
定期的に確認し、ケアの
改善に活かしている

Ⅳ
活用されて
いるが徹底
できていない

一部の職員が
実施している

実施できてい
るスタッフは
半数以上 一部の職員

が、実施して
いる

実施できてい
るスタッフは
半数以上

一部の職員
が、ケア改善
に活かしてい
る

実施できてい
るスタッフは
半数以上

一部の職員
が、ケア改善
に活かしてい
る

実施できてい
るスタッフは
半数以上

Ⅲ
実施できてい
るスタッフは
半数以下

実施できてい
るスタッフは
半数以下

実施できてい
るスタッフは
半数以下

実施できてい
るスタッフは
半数以下

Ⅱ

使用されて
いるが活用
できていない

リアルタイムモニターを常時
表示しているが、表示情
報に応じたケアは実施でき
ていない

通知は設定しているが、
最適な通知設定となって
おらず、通知に応じたケア
は実施できていない

生活リズムを確認すること
もあるが、それに応じたケ
アの改善までには至ってい
ない

バイタルデータを確認する
こともあるが、それに応じ
たケアの改善までには至っ
ていない

Ⅰ
使用されて
いない

リアルタイムモニターを確認
していない

通知を設定していない
生活リズムデータ
を確認していない

バイタルデータ
を確認していない

「効果」の最大化に向けて ③機器・システムの持つポテンシャルを活かしきる

• 見守り機器も、「リアルタイムの状況把握」や「即時対応」だけでなく、
記録された「データの利活用」までできているか。
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経営へのインパクト

【増収】
• ICT機器を使いこなすことで、情報共有、利用者の状態、映像による確認、データの可視化等でさらなる事故防止が

期待でき、入院日数が減少し、稼働率の向上につながる可能性がある。
• 見守り機器の全床導入により、夜勤職員配置加算の要件が緩和されることで、多少の欠員の影響を受けても安定的に
算定できる。

【教育コスト削減】

• 夜勤のハードルが下がり、新規入職者が夜勤に入りやすくなるなど、教育コストの削減が期待できる。

【消耗品費の削減】
• 見守り機器のリアルタイム情報を活用し、睡眠状況により訪室有無を判断。適切な材料を選定することにより、

おむつ交換回数が減り、排泄材料費が削減。
• 記録システムの入れ替えや見守り機器導入で、コピー代やおむつ代も削減された。

【限られた人員下でのケアの質確保】

• 新型コロナウイルスクラスター発生時、ICT機器を活用することで出勤者が少ない状況でも対応することができた。
• 実証で夜勤職員の勤務時間を減らしても大きな問題がないことが確認されたため、

結果的に施設全体の職員配置が適正化される可能性がある。
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費用対効果の考え方

• 「介護テクノロジーによって、介護業務の一部を代替する」というよりも、
「介護テクノロジーの活用により、職員の負担を軽減したり、ケアの質を高め、魅力的な職場にする」
と考えた方が良い。

• 他業界ではICT投資は、「一定の予算枠」を組んでいることが当たり前。
介護業界でもテクノロジーは「定常的にかかるもの」として予算化すべき。

人件費

介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

採用費用

教育費用

福利厚生費用

介護テクノロジー＝職員のかわり？

人件費

採用費用

教育費用

福利厚生費用

介護テクノロジー

介護テクノロジー＝職場の魅力づくり投資
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「訪室タイミングの最適化」の効果 職員の主観

当日投影スライドにてご紹介
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投資対効果の考え方 効果の時間軸

短期で効果が見込める項目

残業代の減少

夜勤手当の減少

中長期で効果が見込める項目

夜間見守り回数減
（夜勤空き時間増加）

残業業務見直し
（残業での実施事項
を空き時間に実施）

残業代の減少

夜勤業務の見直し
による業務量減

夜勤人数減
（シフト調整）

夜勤手当の減少

人員削減
日勤・夜勤業務

の改善
退職者が出ても
新規採用しない

人件費の減少

睡眠データの
蓄積と分析

個別ケアの
促進

利用者の体調改善
による入院減

転倒察知・
早期駆け付け

転倒・骨折防止
による入院減

稼働率向上

排泄ケア
タイミング最適化
（おむつ交換の減少）

おむつ
消費量削減

おむつ代減少
体動センサーの
アラート

稼働率向上
食事・睡眠・日常生
活活動等の改善

空きベッド
の減少

職員負担減・
モチベーションUP

職員定着率増 採用コスト減採用コスト減少

ブランド力向上
による財務効果

期待される
財務効果

売上改善効果 コスト削減

先進的な取組
の発信・認知 採用コスト減

利用者数増加

期待される導入効果と財務に影響を与えるまでの想定されるプロセス
見守り機器の例
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テクノロジー活用による科学的介護の実践

１．事実・データに基づくケア、根拠のあるケア

２．仮説を立てて、検証しながら、
よりよいケアを目指す（PDCAサイクル）

ケアの目標
その人らしさ

現状・実態把握
Action

ケアの改善ポイント
・施策の検討

Plan

ケアの実施
Do

結果の検証
Check



Copyright (C) 2022 The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.17

株式会社日本総合研究所 リサーチ・コンサルティング部門

本資料の著作権は株式会社日本総合研究所に帰属します。

〒141-0022

東京都品川区東五反田2丁目18番1号 大崎フォレストビルディング

Tel: 03-6833-6300（代） Fax: 03-6833-9480

〒550-0001

大阪市西区土佐堀2丁目2番4号 土佐堀ダイビル

Tel: 06-6479-5530（代） Fax: 06-6479-5531

株式会社

日本総合研究所

高齢社会イノベーショングループ

部長・プリンシパル 紀伊 信之
E-mail: kii.nobuyuki@jri.co.jp
Tel: 080-1203-5178（直通）

ご清聴ありがとうございました



パナソニックホールディングス株式会社
スマートエイジングプロジェクト

Panasonic
介護業務支援プラットフォームと
データ活用による科学的介護の実践



「ライフレンズ」
介護施設向け介護業務支援サービス

0 1



・ベッド装着型の体動センサー
・ご入居者様の体動を検知
・安否確認／睡眠状況／在床状態

・高性能CPU搭載 映像センサー
・ご入居者様の状態を映像によって把握
・居室の様子

シート型センサー Vieureka
（AIカメラ）

安否確認
生存が確認
できるデータ

在床状態
ベッド上の状況が
確認できるデータ

睡眠状況
睡眠の状況が

確認できるデータ

居室の様子
ご入居者様の状況
が確認できる

データ

介護施設向け介護業務支援サービス
「ライフレンズ」

WEBカメラ

ココヘルパ
VCAM



aamsもライフレンズ画面で利用可能

アイコンとカメラ映像で訪室することなく、ご様子がわかります。

＜アイコンの種類＞

ベッド上で
お過ごし中

おやすみ中
(夜間帯のみ)

ベッド以外で
お過ごし

アラート発報時は赤く表示

アイコンをクリックすると
映像確認できます

起き上がり
検知

TBD





ライフレンズ設置ご施設 イメージ

写真ご提供：HITOWAケアサービス様

Vieurekaカメラ設置イメージ

シートセンサー設置イメージ

モニタリングのご様子

センサー機器はWiFiネットワークで接続
→配線が少ない、移動移設が簡便、
導入工事が軽微



下記のHPに特養・特定施設の導入事例の動画があります。

https://tech.panasonic.com/jp/lifelens/service.html



特徴①：ライフレンズを通して必要な時に必要な支援ができる



➡必要な方に訪室する業務改善を実現

ライフレンズ導入効果
（H I T O W Aケアサービス施設での実証）

ライフレンズ導入後の夜間巡視時間

資料ご提供：ＨＩＴＯＷＡケアサービス株式会社

91％削減

従来の定時巡視

【課題】

・2時間に1度の巡視は負担

・突発的なケアの発生に
ストレスを感じている

夜間に突発的に発生するケアに
迅速に対応できるようになった

・認知症ケア
・ケアコール対応
・特変時の対応

時間をより直接的ケアに使える
ようになったことで介護職員の
心理的負担も軽減

人の目に頼らない見守りが可能になることで、人員配置の適正化を図ることが可能
点での巡視から線で見守るセンシングに変わることで、サービス品質とご入居者様の安心感が向上

施設の価値向上や高稼働維持につながる入居者獲得を実現

105分

10分

60分

従来
システム



特徴②：スマートフォンを通してどこからでも確認可能



端末のトップ画面で
全居室の状況を

チェック

心配なお部屋は
必要に応じて
映像で確認

パネルのアイコンで
ご入居者様の現在の状態を把握

気になるお部屋は映像へ切替
ご様子を目視で確認

（必要な場合のみ訪室）

異常が発生している
お部屋は赤色のアイコンで
表示（ナースコールへ通知）

離室のアラート通知時ベッド上でお過ごし中

ご入居者様の詳細の状態は
アイコンで把握

STEP１ STEP２ STEP３

ライフレンズを活用した安否確認業務のDX



特徴③：システム／データ連携プラットフォームとしてのライフレンズ



ロボット技術の介護利用における重点分野

※経産省/厚労省が推進する介護ロボット支援において優先的に開発・導入される分野
2012.11策定→2014.2改訂→2017.10改訂（1分野5項目追加→6分野13項目へ）

パナソニック
採択された

※

移乗支援 移動支援 排泄支援

見守り
コミュニケー

ション
入浴支援 介護業務

支 援



データ集約
A I分析

クラウド基盤

自立支援に向けたモニタリング・業務支援を実証中

これから
業務全体
の基盤化

運営全体

IoT/AI

いままで
部分的な
置き換え

運営全体

IoT/AI
記録システム

コールシステム

みまもりセンサー
介護ロボット

業務効率適正化

歩行/排泄の自立

多剤服用の是正

※AMED「ロボット介護機器・標準化事業（開発補助事業）」の「介護記録・センサー／ロボットの
パッケージ化による介護業務支援システムに関する研究開発」の支援を受けて実施。

※



介護業務支援プラットフォーム
現場課題を解決するサービスの連携/統合・データの一元化を実現

介護業務支援プラットフォーム（国プロ）

ナースコール バイタル測定 その他センサー

特定の機器やサービスに律速しない、
「オープンな」介護業務支援システムの構築が可能

介護記録

ほのぼのNEXT

排泄センサ

映像センサ

生体レーダーセンサ

aams

wiseman

カナミック



将来の先進的介護に向けて

研究開発テーマ

0 4

データドリブン介護



重症化をいち早く見える化
対象者：すべての利用者様
用 途：普段の生活から健康状態を把握し、特定症状に関する重症化リスクをいち早く予測

健康予測
（AI分析）

食事・水分摂取量

バイタル
（体温、血圧、脈拍、呼吸）

睡眠・排泄
（睡眠／覚醒、排便／排尿）

服薬情報

リスクスコア算出
（いつもからの乖離度）

“いつもと違う”に
気付けるくらし

肺炎、尿路感染への
重症度合を予測する

病名・重症度を予測することで早期予防・早期対応が可能となる

17実証中



健康異常の早期発見モデルの目指す姿

・心拍数・呼吸数
・生活リズム
（在不在・睡眠）

・朝昼晩の食事量
・水分量
・排泄
・服薬

特徴量計算
32項目

不在時間率
呼吸標準偏差

：
：

機械学習 段階化
異常スコア
スコア：5
スコア：4
スコア：3
スコア：2
スコア：1

異常スコアに関連する項目を推定



リスクスコア値の変化（肺炎入院のケーススタディ）

14
日
前

13
日
前

12
日
前

11
日
前

10
日
前

9
日
前

8
日
前

7
日
前

6
日
前

5
日
前

4
日
前

3
日
前

2
日
前

1
日
前

※肺炎入院
入院4日前くらいから、
スコア値(中央値)の
大きな上昇がみられる

京都大学大学院医学研究科医療経済学分野



https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000001.000069692.html

理事として参画



【ライフレンズ】お問合せについて 21

■電話でのお問い合わせ

パナソニックコンシューマーマーケティング（株）
03-5782-7903

受付時間：午前9時〜午後5時30分 （年中無休）

お気軽にお問合せください

■【ライフレンズ】ホームページ
（近日リニューアルオープン！URLは変わりません）
https://tech.panasonic.com/jp/lifelens/service.html

■ホームページからのお問合せ
https://tech.panasonic.com/jp/lifelens/contact.html

https://tech.panasonic.com/jp/lifelens/service.html
https://tech.panasonic.com/jp/lifelens/contact.html
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画像IoTで実現する科学的介護

コニカミノルタ株式会社

QOLソリューション事業部

岡田 真和

2022年11月18日
介護ロボット活用ミーティング



イントロダクション

2
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コニカミノルタのご紹介

2006：フィルム・
カメラ事業撤退

デジタル
トランスフォーメーション

日経SDGs
経営大賞2019

受賞
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コニカミノルタのDNA

見たい

観たい

視たい

診たい

看たい

見せる

観せる

視せる

診せる

看せる

材料

光学

画像

微細
加工

コア技術
介護士の業務を
みえる化

疾病・がんの兆候を
みえる化

ものづくりの品質、
ガス漏れやインフラ
老朽化をみえる化

印刷物を高精彩に、
業務プロセスの課題
をみえる化

美しい映像を
みえる化

当社独自の Imaging 技術で、時代と共に変化する
顧客の「みたい」に応え、人々の 生きがい を実現してきました
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社会課題とコニカミノルタの取組

持続的な

社会基盤構築

①養成学校の定員は半減、
入学定員充足率も50%

②要介護認定業務は自治体の
全業務の約10%に相当

中長期

介護重度化抑制

2025年に介護給付費
15兆円超え

短期

介護人材不足

2025年に32万人不足

短期



“HitomeQケアサポート”の概要

6
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HitomeQ ケアサポート

7

HitomeQ ケアサポートは

ICT環境の提供と働き方変革支援で

介護DXをご支援

介護オペレーションの変革を伴走

サクセスサポート

利用者様の行動を見守り、
スタッフ様の業務負担を軽減

ICT環境の提供

※保有資格（ProStaff全員取得）
・スマート介護士資格
・介護初任者研修

科学的介護の推進・
ケア品質の向上

データ活用
ケアの実行

見える化による状
態把握

センシング
情報収集

分析から
運用・対策
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HitomeQ ケアサポート 提供サービス

8

ケア判断支援 状況把握支援

画像認識による状態判定

入居者の居室内での
行動履歴を把握

情報連携支援
記録・情報連携を効率化



ケアルーペ

10
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ケアルーペ

11
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ケアルーペ

12
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ケアルーペ

13
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通知データ分析

14

通知数を適正化することで、「利用者様の安心・安全」と
「スタッフ様の負荷」のバランスを取ることができます。

1日ごとの通知数 部屋ごとの通知数

ケアコール数、起床/離床/転倒の通知数

スタッフが
対応しきれる数に
なっているか確認

通知数の多い
利用者様の
通知設定が
適切か見直し

一定期間の通知数を施設全体/フロアごと/ユニットごとに知ることができます。
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生活リズム

15
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生活リズム

16



LIFEタップ

17
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LIFEタップ

18
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LIFE入力における課題

19

直接入力の負担情報収集 運用への不安

自
施
設

他
施
設

LIFE入力はしているが
他施設と比べ効率的に
運用できているか不安

介護スタッフから聞き取り
が必要な項目があり、
情報収集に時間がかかる

LIFEに直接入力して
いるが操作に慣れず
入力に時間が掛かる
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LIFE入力課題の解決策

20
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LIFEタップとは

21

介護スタッフ様の気付きをLIFE入力に活かし
LIFE提出を行うアプリケーション

専門職／リーダー層

いつものケアの合間に片手でスマホ入力

介護スタッフのモニタリング力の強化に繋がる

LIFEタップのみでLIFE提出が可能

介護スタッフ

スマホで入力

自動連携

最終チェック

CSVアップロード
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LIFEタップによる入力から提出までの流れ

22
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LIFEタップの特徴

23



画像による客観的アセスメント

24
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行動解析によるADL状態の定量化

26

AI画像解析で動作の定量化 軌跡情報による行動の指標化

AI人物検知
↓

関節点推定
↓

姿勢推定
↓

入居者様の行動軌跡

【日中行動】
・歩行速度
・室内行動量
・移動経路

【夜間行動】
・夜間行動
・繰り返し行動
・立ち止まり

指標化

直上画像から「人物位置」「関節点位置」「姿勢」をAIで認識し、定量化

運動機能指標 認知機能指標行動認識

AMED 令和元年～2年度ロボット介護機器開発・標準化事業
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映像を用いたADL状態の自動アセスメント

2727

姿勢認識を活用し、ICFステージング「基本動作」を自動判別

ICFステージング「基本動作」のスケール

判定開始

姿勢判別

歩行検知

座位検知 車椅子移乗

寝返り検知

ステージ5
Yes

Yes Yes

No

No No

No

ステージ4

ステージ3
Yes

ステージ2

判定フロー

ステージ1

AMED 令和元年～2年度ロボット介護機器開発・標準化事業
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例：車椅子移乗動作の定量化

2828

独自のビヘイビア指標（体幹部回転角度）から

車椅子に移乗するシーンを自動で検知し、数値化。

車椅子移乗動作には人間の運動の基本機能の多くが含まれている

behaviorデータを用いたベッドから車椅子への移乗動作の自動判定

75°85° 40° 5°

数値化

移乗速度・所作から
運動機能を判定

体
幹
部
回
転
角
度

移乗動作開始 体幹回転開始 体幹回転中 着座動作開始

体幹回転角度
動きの大きさ(横方向)
動きの大きさ(縦方向)

9
0

6
0

3
0

0

0°

90
°

AMED 令和元年～2年度ロボット介護機器開発・標準化事業
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画像データによるICFステージング評価

29

約150名の入所者データを統合し精度評価を実施
AIと目視評価の一致率は81.5%で、人と人の一致率より高い。

AI判断

歩行
分類

ステージ5

ステージ4

ステージ
3以下

歩
行
自
立
度

60%

0%

要
介
助

蓄積された
移動シーン

100%

動画目視（2名）

OT

PT

78.5%

(84/107名)

“個人差”

81.3%

(87/107名)

“個人差(人の不一致) 
よりも高い

• 「実行状況(Performanace)」ではなく「能
力（Capacity)」による評価が混在

• アセスメントの確率的誤差。例外の存在。
※R4システムマニュアルより

バラつきの原因(考察)
誤判定要因
①姿勢判別ミス ➡モデル改良＋パラメータ調整
②独歩の判別制度が低い ➡補助具判別制度向上

AMED 令和元年～2年度ロボット介護機器開発・標準化事業
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画像データによるアセスメント自動化

30

AMED 令和元年～2年度ロボット介護機器開発・標準化事業

AI姿勢推定

介護度の維持・改善へ

離床起点の
データ取得

例.ベッド端座状態から車椅子へ移
乗

数値化 複合分析 アセスメント支援

5°

40°

85°

例.車椅子移乗動作中
の体幹回転角度

利用者基本情報 ナレッジベース

アセスメントの効率化
•行動データを用いた日常動作
からのアセスメントで残存機
能を自動で評価
•各種計画書作成やLIFEへの
入力/活用を支援

例.壁をつたいトイレへ移動

15.
自立

10.
軽介助

0.
全介助

5.ほぼ
全介助

指標C

指標B

指標A
BI:車椅子移乗

アセスメント支援アプリ

体
幹
回
転
角

度

(秒)

移乗時間



まとめ

31
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データを“ミカタ”に実現する、ケア品質向上サイクル

32

状況を把握 情報を共有 ケアを計画 実行する

きづく 話す 決める 動
く

ケアコール・通知数 居室内行動と睡眠 行動習慣/ADL状態

サイクルを回す

施設内の小さな変化も見逃さない ケアルーペで見る生活リズム

・ケアルーペで
データ確認

・多職種間で情報共有
・データ分析

・チームで意見交換
・ケアプラン作成

・変更点を共有し、
ケアを行う
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HitomeQによる介護現場の進化

33

直上画像で日常行動把握

リハビリレコメンド

危険予知・対策

画像を見て判断

適時訪室

画像での気づき

先回りケア

画像＋データ

CAPDoで

アウトカムケア

データを活用した

科学的介護
（運用定着完了）

ー設計動線
ー実際の動線

危険物検知動線評価

画像を活用したアセスメント

ハザードマップ LIFE活用支援ケアルーペ
(開発中)

・ケアコール数推移
・スタッフ対応状況
・睡眠リズム
・生活リズム

Barthel Index 「移乗」
＝10.軽介助

見て駆け付け

・身体機能アセスメント
・認知機能アセスメント
・生活機能（食事/排泄/入浴）の評価

・危険エリアと動線の関係性
・利用者の昼夜行動特性把握
・対応策のスタッフ間共有

HitomeQデータを活用した新たな介護モデルを共創し、

将来的には介護のアウトカムを指標化し、個別ケア提供による施設業務全体のDXを目指したい
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